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猿 学 万 歳 (2) 

水 原 洋 城

学者：その後 どないや。うち見たところ ｛ナっこうのん気そ）やな。毛のつやもええし。

猿 ああ、気楽にさしてもろてまっさ。行雲流水の境涯もなかなかええもんや。

学 群れに入る前にひとり暮ししてたころと同じか。

猿 あの時は、もっと若うて経験も豊かとはいえんかったが、気楽さはそう変らんな。自分から

いうのもおかしいけど、今回は度胸もついたし、ひとりて居って 周りの物音にやたら緊張

することもない。さびしいとも思わん．

学 群れの中て威張りかえってるのと比べて、とくに不便も感じんか。

猿 強いていうなら、毛づくろいしてくれる奴がおらんさかい、手がとどかんところの毛皮の手

入れが若干不足になって、それが不便ちゅうたら不便や1ナど、そんなことは大したことない。

考えてみ・・ヽや、食うもん変らん、着るもんも御覧の通りて着たきりすずめやし、食う手間も

いっしょや。自分でとって食うんやし、自分の足て歩きまわれる範囲のもんを探して食うだ

けのこっちゃ．つまり消費生活水準は、向上も低下もせん。むしろいらん気使わんだけまし、

といえるかも知らんな。他の奴に向って威張るちゅうのも悪うないけど、それが何ぽのもん

じゃ てな気持や．

学退屈はせんか。

猿 これは近ごろ 異なことを承るなあ．わしらはもともと退屈に強いねん。

学 何となく孤高の感じも出てるな。これはほめ過ぎか。

猿 それはお前らの感情移入ちゅうもんや。孤高も衆愚もあらへんがな，それて今日は何ぞ話て

もあるんか。

学 うむ、ちょっとこないだうちから 気になってることがあってな。いろいろ本読んだりノー

トめくったり考えてみてるんやが・・・・・・・

猿 下手の考え休むに似たり ちゅうことばもあったな。

学 茶々入れるな．実はな、お前らサルは、いったい自分自身のことを どれくらいわかってる

んやろかなあ、ていうことなんや（ナど、そのへんのとこを、ちょっと聞きたいねん。

猿 またえらいこと思いついてくれたもんやなあoいや、別にかまへん。かまへん（ナど その話

するんやったら、する前にちょっとことわっとかなあかんことがあるな。

学何のことや？

猿 わし、こないして お前と人間のことばで問答してるやろ。このこと自体が、まあいうたら
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矛盾やわな．そこへさいて、もしこのままの調子でわしらが人間の考えやサルの了簡をあれ

これ評（あ 11つろ）うて行ったら、聞いてはる人は、完全に困乱してまうわ。そやから、ゎ

しとお前との人語対話が何で成立してるか、そのわけを説明しとく必要があるねん。

学 そのわけというと？

猿 それはな、わしが＂術＂使うて｀｀言霊（ことだま）”の力を借りてるからやねん。

学 ＂術”? "言霊'’?

猿 そや。ふつうのサルてあるわしがやな、ニホンザルの進化史の過程で、自然から与えられた

ちゅうか、要するに身（こ具わった知的能力や発声能力の範囲内にとどまってるかぎり、お前

らと直接話すことは不可能や。それを、 ＂言霊’'の力を借りることで不可能を可能にして、

お前らのレウ’'エルに合わせて話をよしてるのや、ちゅうことを承知しといてもらわんならん。

これはこの前からの話にしてもそうやが、 とくにこ・れから、事が自己の認識の問題に関わ

る話になってきたら、なおさらこの前提をよう頭に入れといてもらう必要が出て来る。ぇぇ

か、つまり、わしとお前との対話の成立は、いわば SFぐの約束ご；：どやね；ん。その中に出て来

よるおれ以外のサル一般及びおれが相対化し・・で表現するおれ自身には、 “言霊”'• はついたあ

らへんねん。話者としてのおれだけが、ルビコ‘ノを越えた・-“言霊＇’つきのス ‘ーパ:,.._.モンキ

ーちゅうことになってんねん。これ忘れたら混乱するて。ええか、 SF・やて。

学 何やもう混乱してきたがな。ええと、話者としてのお前＇こだi.f“言霊’'がついでるねんな。

その他は、一切合財 t;;だのサル。よ：っしべtわかった。わしも SF好きやから心配すな。

猿 そうか、わかってくれで安心じた。わしはお前の書くもん見てて、お前は UH一点張りの方

かと思て ちょっと心配してた（ナど そらよかった。

学何やその｀'UN''て？

猿 聞えたか。いや その、 UNちゅうのはな、ァンサイエンテイフィック・ノンフィクション

の略や。

学 こら、人おちょくるのもええか(1ん（こせんか。どつかれるぞ、しまいに。

猿 あはは、悪い悪い。冗談やがな。こらえてくれ．

学 ほんまに 小憎たらしいサルやな。そや（ナど、．．お前、その｀｀言霊’'たらいう、しゃれた物の

化（rナ）に一体いつ取りつかれたんじゃ。

猿 これは極秘事項ゆえ、オ髯えて1也言は無用心・やそよ．'0

学． 4•おい、気色の悪い戸出すな 。

猿 あのな、わし、若’.、E寺（こ ふもとの寺の•t単堂に通うて、窓の下の廊下で・老師のまねして座

揮してたことあるねん。その時にカツ然大悟．‘.:.宇宙の真理を会得してな、それがら境につい

たもんや。

学 何や仏教と神道とごちゃませ（こしたみたいな怪しげな話や（ナど まあそうしといたるわ。と

にかくお前と話するには便利なことやからな。
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猿人にいうてないぞよ．

学 だれがいうかい。いうたらこっちが気違い扱いされるだ 9．卜じゃ。しかし何やな。こんなこと信じた

ら、科学者として少々うしろめたいような気もするな。

猿 何をえらそうに。サルの了簡もわから 9ヽ て何が科学じゃ。お前がうしろめたいと思わんならんのは、

わしの話をさも自分て調べたことのように発表して点数かせぐ時やろ。何てもええさかい、さっさ

と聞＇ナ。

学 ・この前聞いたお前か舌の中てな、 ＂生まれながらにして身に具わった行動傾向の一つに、他の者に

関わり合おうとする性質がある＂ちゅうのがあったな。あれや。

猿 あれかいな。あれはつまり、生まれてまだひと片やふた月のあかんぼが、お母はヽtから離れてよた

よた歩いてで、おなじくらいのあかんぼに出合うたら、早速近づいてさわろうとする、その行動の

こというてるねん。

学 なるほど、あれは、相手に触・：9たり、においかいだりなめたりかんだり、つかまったり、押したり、

引・っ張ったり、して、相手を調ぺまくるちゅう行動やったな。ひと言ていうたら、ものを詞べる行

動や。調べるちゅうことが関わり合うとする行動になるのか．

猿 そうやがな。あのな、しらべる行動いうの！よな．ょちょち歩きのあかんぼが、身のまわりのもの、

何でもかんても、石ころてござれ木の枝て・ござれ みみずもありん子もちょうちょも花も 片っ喘

から、 0先を近づ（ナてにおいをかぎ、なめ、物によったら0の中にも入れて、そら熱心にしらべる

やろ、つまり環境ちゅうもんをしらべてんねん。環境をしらべることは、環境に積極的に関ろうと

することやな。ということは、同時に目分自身を環境の中に押し込んて行く、ということでもある。

そこに主体とその環境との関係を、主体的にかたちづくろうとする態度が現れてる、とわしは思う

ねん。それを他のあかんぽに及ぼそうちゅうのが、仲間関係の形成のはしりや。これが、同じしら

べる行動でも 物相手の湯合と違うのl:J:、相手もまた主体やちゅうとこや。相手もこっちをしらペ

ようとして同じ行動を返してよこす。相互に関り合おうとしてるわけやな。両方ともが、自分自身

を、今度は社会的環境の中へと積極的に押しこんで行こうとしてる惹度の現れや．これがもっと大

きゅうなってやな、あそび仲間関係がはっきりして来るようになると、もう自分らて社会関係をつ

くって維持するちゅう、集団生活の基本を実践、体得したことになる．あかんぼながら なんとえ

らいもんやないかいな．どんな子ても、放っといても、自然にこんだけのことを やらかしてまう

ねんで。またそれだけの潜在的能力をもって生まれて来よるちゅうのも、考えてみたら不思議みた

いなもんや。ようてきたあるて思わんか．え、どうや．

学 そないにいきらんかてええやろ。なるほど、いわれてみたらそうやな．そやけど、あかんぼが生ま

れて最初に出合うのは、そいつのお母はんやろ．

猿 当り前やがな．それがどないしたんや．

学 それやったら 社会的関係：工、先ず蟻初ia職子関係として成立するねんがな•それが、他の関係に

転化し拡大されて行くと考えるのが自然やないか．
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猿 それがそやないねん。母子関係があかんぼ9ことって大切なのは、きまったこっちゃ。そや（ナど、

この内・［条ば、あかんぼ；うヽら働きかけた結果やない。あかんぼは、しがみついて乳飲む他は、母

親（こ対して全面的に受け身や。それに、空気呼吸以外は、生存そのものをお母はん（こ2員ってる

ゎ。いうたら腹の中に居った時と、本質的に変らん関係や。引き離したら血が出るような結びつ

きや。しかもこういう母子の関渫はやな、わしらみたいに常時集団生活してぇへん動物の場合

も同じゃ。そやから、母子の関1系：ょ、集団内の、それ以外の社会的諸関係に比ぺたら、きわめ

て特殊な関係として、ちょっと横においとからならんもんやねん。混同したらあかん。あかん

ぼが、お母はん以外のサルと積極的は関り合いをもつようになるちゅう過程は、母子関係の延

長上や無うて、お母はんからの独立の過程ー一徐々にやけどな一ーて進むもんや。

学 なるほど、さよか。母子関係の特殊性はわかったけど、もう一つ、あかんぽがあかんぼに出合

う他に、あるいは前に、あかんぼやない他の年長のサルと出くわすこともあるやろ。その方は

どないなるねん。それも新しい関係とちゃうか。

猿 そらもちろん、そういう場合かて何ぽでもある。それを軽視せえとはいわん。けどわしが何て、

あかんぼ対あかんぼの出合いの話から始めるかいうたらな、それは、あかんぼが社会的経験を

ほとんど持たん状態で他のあかんぼに合う、ちゅうのが関り合いの出発点として典型的やから

ゃ。お互いにタブラ・ラサや。白紙や。虚心や。お互いに相手をしらべ合うやろ。 “お前は一

体だれやねん'’ `'お前こそ何や”とは0に出してはいわん（ナど、いわん許りにやる。ここはす

でに＂我と油＂の関係が出てるねん。物相手の場 合`と違うて＂自己主張のぶっつけ合いを通じ

て相手を知り、その関係において自分自身をも知る”過程が成立するわ（ナゃ。主体の自己喧証

が相互確証にもつながるわ（ナや。この過程が吋兌とぶ女”双方において同時に起こるさかいに、

社会的存在としての自己の認知の問題を考えるのやったら、やっばり社会化過程の始まりの典

型として、あかんぼ同士の出合いを論議の基本に持って来るのが、いちばんええねん．これが

他の年長のサルやったらどうなるか。ちょっと大きい子やったら、もう、あかんぼをケアの対

象として扱うてしまいよる。つまり自分が保護者であるようなふるまいを示すさかい、あかん

ぼの方からの働きかけは、母親に対するのと基本的に変らん、さっきいうた親千関係の延長上

に位置づけられることにもなって、あんまりおあっらえ向きの例にならんことが多いねん。

学 自分が集団の中で何者であるか、を知る過程の基本は、どれくらいで完了するもんやろ。

猿 セックスに関わることを別にしたら、あかん（まといわれでる期間、生後一年で、だいたい主な

ところは｀｀わかる＂のやないかなあ。

学 一年いうたら、だいたい 自分の足て群れの移動に、どうぞこうぞついて行（ナるようになるこ

ろやな•そない旱うわかるもんかいな．

猿 結構やりよるで。こないだも見てたら、ちょうど一歳く陀いのオスのちびが、六～七歳の若い

衆に、尻つき出してプレゼンテイングしてよったで。大きなサルに出合うて恐かってんやろけ

9 0 8 



ど、がまんして、逃(1んとブレゼンテイングしよったんで感心した．

学 停止敬礼やな．それてその若い衆の方はどないしたんや。

猿 そらもう無視やがな。そのまま横目でちらっと見て通過や。ひょっとしたらそいつも心の中で

感心しよったかも知れん。

学 そんなしぐ．さも、仲間と遊びもっておぼえるねんやろな。

猿 そうやと思う。わしの子供の時分もよう憶えてるわ（ナやないけ •どそうやった、と思う。それを

世間に応用しよってんやろ。

学 あいつらが、あそび仲間の同年齢集団つくってあそびまくってる間に、どれくらい行動面ての

発達が見られるやろか。もちろん身体的・情緒的な成長発達＇と平往さして•の話や（ナとな·o

猿 見てると仲々おもろいて。始めは、さっきいうた通り、しらべることぐらいて、すぐ別れ：よる。

この時期はまだ遊ぶちゅうとこまでは程遠い。第一溝足に走りも跳ぺもで（ナヘ．んねんさかいな．

それても、関り合おへうとする傾向と並・んて出て来る、もう一つの ．＂ついて行こう’'も”う傾向

な、これがお前、ーか月もたたんうちに．、ちゃんと出て来よる。側を通り過ぎるちょっと早う

生まれたあかんぼやら一年上の子供やらに、ばっと反応して、よたよたとかえる跳びの混った

足どりて、つられるようにしてついて行こうとする。こらもう生まれつきと・・しか思えん“．えら

いもんや。

学 これも ちょっと念のために聞く（ナど、母親について行くのとはまた様子が違うんか．

猿 これも関り合いの時に説明したんと似たような理由で、お母はんへの追随とは別や。お母はん
... 

につきしたがうのは、もしくはあと追いするのIr、お母はんのところへ行きよんねん．、お母は

んが目標でゴールや。追いついたら抱いてもろたり、おんぶしてもろたりして一件落着や。 ＂ 

帰る”というたらええかな．それに対して、仲間についく行こちゅうのんは、お母はんの傍か

ら離れて＂出かける” ．ことになるねん。それと、これにはゴールは無うてもええねん．もうち

よっと＊きゅうなったら活発に遊びよるさかい、その遊びが目標（こなるし、無理していうたら

＂遊びの場”がゴールやともいえんこともないが、生後ーか月くらいやったらそれもいえん．

これは、 ＂関り合おう”が、遊びのためやといえんのと同断や．

学 そうか。それならいっそ｀｀ついて行こう”も、 “関り合おう”の範ちのうに入れてもたら、も

っと簡単てええのと違うか．

猿 そらちょっとせん方がええて。というよりもやな、わしは仲間関係を自発的積極的に形成し雑

持する、ということに直接関る、最も基本的ておそらく生得的な行動傾向、として二つの行勧

傾向を抽出したんやさかいに、その二つをどうにも一つにせないかん理由はない•それから↓

一ついうとな、．”関り合おう’'は、 ＂しらぺる”行動、 ｀` つ・.(,‘て行こう’'は、：そのまま` つ`い

て行く’'行動をそれぞれ媒介にして規定したんや．媒介とする具体的な行動バクンを根拠とせ

えへんような、単なる抽象化過程の蠅念のカテゴ＇) -:,操作やったら、お前のいう二、と＋も、 ·•取り

9 09 



上げられんもんでもないけど、わしのいうてんのは、あくまでも行動上の根拠に基いた理論化

の話やから、その異論はちょっと採択し兼ね・るな C• ここで前の話にもどらじてもらう（ナど、そ

のころいうたら、まだよう遊ばん、ひとり遊びもあやしい時分やし、情緒そのものも、未分化

というか、 1よっきりせんというか、要する (:.9員りないもんやな。そもそも•お母はんに手と足

てしがみついて、乳飲む、 6艮るだけのころは、はうだけで歩きもでけへん。情緒l;t恐らく快不

快を辛うじて弁ずるのみ、てなとこか。もとより、f青緒自体ほ剃らんから、表出を頼りにする

わけやが、これが欲求不満の音声と表情だけや。平静な表惰も、もちろんある（ナど、これもい

うたら｀｀不溝でない”ちゅう程度のもんで、とても他の者に見せようなんて、しゃれたしろも

のやない．すぺてが未分化な状態から、互いに連携しつつ乎行しで進みもって次第に分化して

行く。

学 わしらが ふつういうてる、ひとり遊びは、お前のいうどの段階になるねん。

猿 お前らのいわゆるひとり遊びは、 ＂関り合おう’'と｀‘ついて行こう”の傾向が出て、少しは木

に登れもする、走れもする、ぐらいのとこかな。遊ぶというても、自分て自分の体をかな・ヽの思

い通りに動かせる、操れる、そしてそのことがわれながら楽しい、みたいに見えるような運動

が主や。ここで、おもろいのは、自分だけでできる、体操めいた遊びをするのに、あがんぼど

うし集まりたがることや。このことは、わしらがもともと何かするために集まるんや無こうて、

何かをするせんの問題以前にというか、それとは独立に、集まろうとす：る牲質をもってるちゅ

うとこがよう出てると思わんか。ゎしらもあかんぽやら見てで、そなが患うようになってん。

学 このへんでは、けんかやらはまだ起きんみたいやな。

猿 そうそう、やかましゅういうたら、衝突はあっても、けんかのしかたがようわからいて行き違

う。うまいこピけんかの流れがてきん、ぐことになるかな。これも情緒の分化発違過程と平行

しててな、怒りの情動が、相手が自分に与えた苦痛一悲鳴をあげ、怖れの表情を示す

一と結びついてたかまり、相手に対する威嚇の表出一一昔声ゃ表情一ーとなって現わ

れる、というふうに出たらええねん（ナど、必ずしもうまいこど結びつかん．腹It立つらしいね

ん（ナど、相手をうまいこと威嚇てきなんだり、した積りても相手が無自覚て、きょとんとして

たりすると、せっかくの威嚇も、相手への攻撃行動にも展開せず、相手を恐れ入らすこともて

きん。やり場がないままに引っ込んでしまう、てなことが、これくらいのころには、ょうある。

けんかに比ぺたら、ただとっくみ合うた広追いかげ合うたりしてる方が間単て、実際そうい

う遊びの方が、けんがより先に見られる。それでも、遊びは遊びて、各行動の協同、連携、誘

発、抑制も可能になり、それにその中て起きたけんかの仲直りなんかが入りこんで来たら、そ

こではそれなりの複雑な表出のつながりや組み合わせの変化を扱わんならんから、遊びは、 9ナ

んかができるようになった後も、その内容はどんどん多禄化、複雑化して行く．

学 遊びがそない複韓か．行動のパクンは要するに．． とうぐみ合しヽと追いか【ヤ合いだげやないか・。あ
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とはこれらの若干の変型て、しまいやろ．

猿 そらお前のいう通りや。けどな、そやから複雑多憬9こなるのは内容やていうてるやろ。

学 その内容は行動とちゃうのんか。

猿 行動は行動やけど、いわゆる遊びの行動パタンのことやないねん。ゎしのいうてるのは、さっ

きからいうてるように、遊びの中の社会的伝達に関わる諸行動のことや。

学 さっきからいうてる、ちゅうと、表出のつながりや組み合わせの変化やとか、行動の誘発や抑

制やいうてたあのことか。

猿 そのことやがな。伝達、つまりコミュニケーションの内容や。社会的経験を、あかんぼなりに

積んてやな、自分のことも相手のことも、さらには自分と相手と相互の関係のことも、少しづ

つはわかるようになった稚いサルが、遊びに相手を誘うのに、攻撃的なそぶりをしてわざと怒

らせる、第三者を味方につけて相手をやっつける、相手があんまり恐がったら自分の攻撃的態

度を控える、まわりの仲間の協調的共感を呼ぼうとして、↑これぞを共通の標的に仕立てようと

努める。これ結構複雑なことやで。おとなの世界ても しょっちゅうあることや。もちろんお

となは、遊びても冗談てもあらへん（ナどな。そういうつき合いのごくごく基本は、なんと、生

後一年以内ちゅう早い時期に、何とか身につきかかってるねん。これまたえらいもんやと思う

て。しかもこれが、お母はんからの独立の過程がまだ十分進まんー一離乳以前一ーから始

まってるねんさかいなあ．

学 そのコミュニケーションの話やけどな、わしら、ふつうは、コミュニケーションいうたら伝達

のことをいうわな。社会的伝達いうてソシアルをつけることもある（ナど、考えてみたら社会的

でない伝達てないわな。そらまあええとして、それも伝達行動という特有の行動を媒介として

情報の授受が行われ、相互間に意志が疎通する、ちゅうことをいうわな。ところがお前の話や

と、さいせんの、主体の自己確証が相互確証（こつながるてなことと、 ＂関り合おう”と“つい

て行こう”の二大生得的行動傾向が集団の形成および維持のもとやていうこととが結びついて

我と汲’'の関係が成立してること自体が伝達の基本やと。それてまたそれが、複雑な意志疎通

を可能にしてる、争ゆうことになってる。そうするとやで、お前のいう伝違は、何も特定の、

いうたら伝違用に特殊化し限定された意味内容をもつ記号的行動を示し合うことで成り立つん

や無うて、どないな行動のやりとりがあろうとなかろうとヽ相互に相手の意志を読み得る関係

が成立していること、そのことを指してることにならへんか。

猿 その通りや。そういう個体間関係の存在そのものが、まさに伝達装置そのものやねん。わしは

サルに伝達システムちゅうことば使うのきらいやねんけど、システム好きの人間のいうシステ

ムかて、その個体間関係に相当するもんや．ただ違うのは、システム屋がシステムを動物の体

の外において`るとこを、わしらは動物の体を疇れてそんなもんあらへんていうてるとこや．

学相互に相手の意志を読み得る、と、さいせんいうたけと、情報の授受がかなり意識的に行なわ

れたとした場合、授受のどっらが重婁やねん．と●ちも大切ち疇な返事はあかんて．
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猿 そらもう受（ナ手の方にきまったるやないか．受（ナ手の＂読む’'能力、これのおか (1でサルの複

雑な伝連が成り立ってるねん。サルの知能は専らこの＂読む”方に使われてんねがな。

学 とすると、送り手の方の複雑微妙な伝違にかかわる行動、 一ー音声、表情、身ぶり、動作

一やらの方はどないなるねん。

猿 別にどないもならん。そもそもやな、こういう｀’表出’'は、ひと口でいうと＂内的心的過程の

外的表示”や、平とういうたら、 ＂わしは、いま、こないな気分ていてまんねんで’'いうてる

ようなもん、ちゅうか、いうてるだけやねん。この前、わしの「木ゆすり」と「のし歩き」の

とこと、＜こクワン＞＞のとこと、 ＂仲裁と懲らしめ＂のとことで、ちょっとづつ説明しといた

通りや。

学 それはおぼえてる（ナど、それても、何ぼ気分やいうたかて、送り手の方にも、それなりの複雑

な思いもあるやろし、出し方にもある程度の意図性ちゅうもんがあるやろがな。

猿 ないとはいわん。むしろ大ありというた方がええやろな。そや（ナとな、複雑さも意図性も、そ

れはあくまで｀’気分’'の表出の範囲内での話や。それを越えるのは、発声言語のルピコンを越

える時や。 ＂言霊”についてもらわなんだらどもならんこっちゃ。そやから、わしらは＂読む”

方に頭使てるてさっきからいうてるやろ。お前らは、そのへんの理屈ちょっともわからんと、

複雑な伝違がありそうや、いうたら、すぐに一々の表1膏や声や手ぶりに大層な意味をひっつ（ナ

て解釈して、システムの暗号ときごっこしようとしたがる。そやなかったら、逆に、何や“気

分’'だ（ナかいな、やっばりサルはあほうやったんや、あほやさかいことばがないねん、てな調

子で短絡するだけや。ほんまにどっちがあほじゃていいたなるで。

学 装置の話から機能の話へと来たところで、さいせんの＂我と沼て”の関係や（ナどな、それは、当

然、その延長上に二者間だけや無うて第三者の個別認知もあることになってるねんやろな。

猿 そうそう、それがなかったら、けんかも満足にでけんわな．

学 こういう関係の終知は、基本的に大事やし、それ自体かなり高度の知的能力を必要とするやろ

けど、このことと、自己というものをどの程度＂知って’'いるか、ちゅうこととは、話が別や

ろ。いうたら、自己客観視に必要な知的能力やさかいな。しかも、これは、自己主張をてこに

して自分を社会の中へ押し出して行く際に、 ＂環境の主体化’'の過程と同時に進行する｀｀主体

の客体化”つまり自分が相手にとっては相手やちゅうことを認知経験する過程とも大いに関連

するわな。そこで、この自己客観視の能力が、お前らの仲間（こどれくらいあるかも知りたいね

ん。もっとも、この問題は、野外の行動観察だけては無理で、室内実験が要るわな。それに、

その実験にしてからが、必ずしも、今いうたことにおあつらえ向きのもんは、あんまりない。

強いで比較的関係あってわかりやすいもん探すと、動物に鏡見せる、いわゆる鏡像認知の実険

ちゅうのがあるっ自己客観視そのものの検証になるかどうか知らんが、その手がかりにはなる

やろいうて心理学者がやってる．
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猿 鏡像認知か。なるほど。しかし、そんなもんやったら、こどもらが水たまりでホ鏡して、ょう

遊んてるて。ばっと手でホ面はたいで、また波が静まったらのぞきこむ。

学 それてはあかんのじゃ。イソップの犬と区別がつかんやないか。

猿 そうか。しかしやな、犬ても猫でもやて、鏡見て、慣れんうちは、その裏のぞいたり手をまわ

して探ったりしよるけど、そのうち知らん顔てその前通り過ぎるようになるで。あれは、つま

り、あそこに映ってる犬乃至湛は、自分の1象やから気にせんでぇぇ、ちゅうことがわかるから

やないのかe

学 それがそうともいえんのや。あそこに映っ．てる犬乃至猪は、何者か知らんが．あそこに限って

出没するだけやさかい、放っといてもかまへん、ちゅう割り切り方で済ましてるかも判らへん

やないか。

猿 それもそうやな。そうすると、犬、猫、類人猿、サル、どれがどれちゅう区別はつかんのか了、

そんなことないやろ。 ・

学 こまかいことは判らんし、生活の仕方の全然違うもんどうしは比較しにくいこともある（ナど、

サルと類人猿とては、差は出るちゅう話や。その話（こよると、お前らサルの仲間については、

鏡rこ映ってるのが自分の姿や、て分ってるちゅう証拠がないそうな。ところが類人猿やと、ち

ゃんとわかるらしいで． ． 

猿 何てそんなことがわかるねん。

学 ある心理学者がな、チンパンジーを麻酔て眠らしといてやな、目の上に赤い印つ（ナとヤいたんや

て。麻酔からさめたチンパンジーが鏡見たら、鏡の中の顔（こ、赤い印がついたある。そのチン

パンジーは、そこでぐっと鏡（こ顔を近づけて、鏡見もって指で目の上こすりはじめたらゅうね

ん。

猿 うまいことやりよったな。そこ（こ映ってるのがおのれの顔や思わなんだら、そんなことせえへ

んわな。せや（ナど、わしやったら、鏡の面さわって混乱さしたる（ナどなあ。

学 何いうてんねん。鏡面て指の頭がかち合うだけやないか。すんなりと「あかん・ペケ」いう方

へお前のカードが分類されるだけじゃ．

猿 何じゃい、サルを差別しよってからに。そや（ナど、何やあやしいような感じもするて。鏡像認

知は、たしかにええ思い付きかも知らん（ナど、それから自己客鐵視の能力が、知的能カ一般の

発達の程度と平行しててもええ（tど、何やこう、もひとつなあ、何ちゅうか、その・・・・・・

学 何ぐずぐずいうとんのじゃ。今の話は一つの例として紹介しただけや．柔ういう身体的基盤や

緒条件は、そういうこととしてやな、さいせんいいかけてた、集団の中ての個体の自己客観視

の能力の問題にもどらしてもらうと、サルの程度ー一 ，無礼の段は平に御容款ー一のもんて

も、結構、個体間の諸関係の中で、また僭体発生の過程の中で、自己客観視とまてはいわずと

も、主体の客蜆化の過程は、かなり進んてるようにも思えるねん（ナど、どうや．
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猿 かなり持ってまわりよったな．それはまあそんなもんでええのやないかと思うけどな、わしの

今まての話の筋からいうと、この自己客観視の能力の発揮ちゅうか、有効な発現マちゅうか、主

体の客体化が進められる過程は、また、いいかえると、自己主張のぷっつ（ナ合いを通じて自己

同一性ーーアイデンテイテイともいうな一ーを個体間諸関係の中に確立して行く過程でも

あるねん。

学 つまりこうか、主体の客体化の過程は自己同一性確立の過程でもある一ー自己客観視の能力

は、 ＂我と 5女’'の関係を通じて、相手の表出を読む能力てもある一ーわ（ナやな。

猿 そうや、それが伝違機構を保持してるもとや。共同化過程というてもええな。コミュニケーシ

ョンやからな。コミュニケーションを共同化過程と承知するとなると、お前が最初にいうてた

＂情報の送受伝達”とだいぶへだたりが出て来たやろ。

学 そやな、ふつうは｀｀情報の送受伝違”乃至はその機構ちゅうとこやろかな・

猿 そこがわしにいわすと、機能論的還元主義から来るわい小化された理解やねん。そしてそれが

また伝達にかかわる諸行動をめぐっての、無数の事実誤認の発生源にもなってるねん。お前ら

の仲間の学者が、昔からいうて来たことはやな、先ず、 ＂社会的諸関係’'ができる。つまり集

団を形づくる要素てある個体どうじが、何らかの相互間の引力の如きもんて結びつくちゅうね

ん。その結びつく力が、セックスやったり、強い弱いの順番やったり、逃避の衝動やったり、

母子関係の延長やったり、 ＂集団本能”そのものやったり一ー要する（こ、どれもこれもろく

なもんやないが一一、何せその程度の力てとりあえず結びついといてやで、その上て個体間

の情報伝違を行うて、集団活動を調整するんや、と、こういうこっちゃ。社会機構の中で情報

伝違が、いかに有効に機能しつつ、必要な瀦f浩動を活性化するか、ちゅう、今はやりの、高度

情報化社会たらいう発想（こべったりの考えゃ。

わしのいうてんのは、そやのうて、共同化過程自体のことやさかい、個体間の結びつき自体が

伝達によっで形づく9 られるねん。そやから伝達・行動という特別特殊の行動型が他にあって作用

するんやない。前tさも・t＼ケたけど、伝達に関わるいろいろな種類の行動が、時と場合に応じて、

交々にもごも） ＇·薔働＜、ぢb•• •う考え方や。関り合おうという傾向を、ゎしらが互いに持ち続け

る限り、集団は、半端な外力を持って来んかて維持てきるねん。サルは、その種に特有の社会

構造を持っ：てるだ（ナやさかい、その構造をやたら変えよとせん（ナども、これが人間やってみい、

伝達は共同化過程や、ちゅう思想は、社会変革9こ結びつくて。 ＂高度情報化社会＂の中ての↑青

報伝達は、その反対や。技術的な進歩や改良はええ（ナど、 “資本主義体制における支配被支配

の統合原理’'は、絶対に変ってもろたらかなん、ちゅう考えがその基底にあるねん。そやから

体制側9さじたら、ゼひとも伝違の概念はわい小化されでる必要があるねん。肥大した権力機構

の維持には、情報怯達シ•"'A'ti-ムの稟中管理が、暴力装置の集中管理と並んで、必要やさかいに

なヽ
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学 おとろしいこといわんとってくれ。

ところで、お前のいう、ゎい小化されてない、共同化過程としての本来の伝違過程（こおいて、

相互確証と同時に進行する自己同一性確立の過程ちゅうやつが、ニホンザルの＂自分自身を知

る”やり方や、てことになるんやな。

猿 そうや、この過程は、他のサルや、サル以外の高等な動物にも基本的に共通やないかと思うて。

お前がさいせんいうてた＂自己客観視＂の能力には、当然ながら、知的能カ一般についての種

間の差がともなうやろ（ナど、どの種てあれ、それなりに、自己同一性確立過程の中て、それぞ

れ＂自分自身を知’'ってるのやないか。わしらかて、チンパンジーやらとは差がありながらも、

その過程の基本はちゃんと具わってるねん。；女自身を知れ、ノスケ・テ・イプスムちゅうや

っちゃわな。

それとな、これにはもう一つ、動物の集団生活を研究する上で大事な概念である、 ＂個体性'’

の発達の問題が関わってるねん。

学 ＂個体性’'か、それもついて（こ聞いときたいと思てたんやが、これもちょっとむずかしいこと

の一つて、自分自身を知る知らんの問題もしくは個体間の相互認知の問題ともからまって昔か

ら何とのうあいまいに使われて来てたことばやヽお前自身はどう承知してるか聞かしてくれ。

猿 わしのいうてる個体性は ind1Vidua.11ty つまり個体というもんが、自己同一性をもった、か

けがえのない独自の存在や、いうことを示す概念や。

学個性とはちゃうのか。

猿 違うな。個性は personality や。その個体の性格上の特徴のことや。

学個体差ともちゃうのか。

猿 違うな。個体差は、任意の基準9こ照らしてそれぞれの個沐が互いにどう異なってるか、ちゅう

個沐間の差異のことや。もともとフイジカル（こ計量される差異を指すことから出てる。個性も

計測されることはある（ナど、こっちはメンクルな方やな。どっちにしても、具体的な存在とし

ての個体に即して用いる概念や。個体性はより抽象度が高い。差異概念も含み得るが、それに

とどまらん。相互に独自性をもってること、そのことを意味するねん。わかるか？ 旱．い話が

個体差は、ただ差がありさえしたらええ。個性は、他がどうあれ目分のやり方て通しさえした

らええ．そやけど個体性は、動物がおれはおれ、お前はお前という相互の関係を、何らかのか

たちて認知するところに成立するもんや．もちろんその認知の程度には種によって自ら高低の

違いはあるが、そやから、個体性が発達してるとか、あまりしてへんとかいうねん。

学 ははあ、そう.,..ると個体性の発達というもんは、個体によるもんやのうて、種：こよるもんや、

というわけか．

攘その過り．

学 そうすると 個体発生や，，うて系統発生の段階にその根拠をもつもんやというわ（ナか．
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猿その通り。

学 そうすると、．、いやひょ～よオるとー、それは大脳皮質の痴皇．にともなう 知的能力の発違と密接

に関係してるもんか。

猿 その通り一ーーやと思うて。

学 ．それて相互の関係の認知の程度のことをいKヽよ．．ったんやな。そうすると、個体性のより発違し

たもん同士てつくる集団て·,:、 ,•我ー 5 女の関係がより明甜で、ー自分自身を知る程度もより高

度や、ちゅうことになるわげ力‘.. 

猿 わしはそう考えてる。そやから個体性のより発達してる動物の集団生活について行動をしらベ

るときは、特に社会的伝達に関わる諸行動が どのように相互に複雑に関係し合って出現して

るか、を観察することが大事やと思うて。鏡像認知もそれはそれで結構や（ナどな．

学 知能テストも結蠣やけど．、日常の伝違をめぐる諸行動をもっとよう見てたら、サルが、どれ＜

らい自分ちゅうもんを知ってるか、他個体の存在もしくは自他の関係をとれくらいわかってる

か、がもうちょっとよう理解てきるのやないか、て、そないいいたいわけか。

猿 まあそうや。そこまでわかりかけて来たらもうちょ．．．っとやな。

猿 あかんぼのチンポは、あれ何や、性器か？ お前どない思う？

学 何をいい出すねん、だしぬけに。そんなもん生殖器に決ったるがな。

猿何でや？

学 何でやて、先ず、系統発生的にあれは泌尿生9直器系としてて（ナたある。また生理的にはそう機

能するべく仕掛けられてる。

猿 泌尿器はわかるて。せや（ナど、性的に成熟しとらん、精子形成もで（ナとらん状態でも性器か。

学 お前は一体何をいいたいねん。ベニスを性器やいうてどこが悪い。それとも何か、あかんぼ（こ

まで性的非行年齢が下がって来た時に、性器準備集合罪か何かが適用される事態を懸念してる

のか？

猿 あほなこというな。わしのいいたいのはやな、チンポを使うた行動、チンポに向けられた行動

を、何てもかんでも、性器が関わってるさかいいうて 性行動や、ときめつけよる奴が多いの

が気がかりや、ちゅうこっちゃ。性行動とはっきりいえるかどうかわからんのに、チンポが関

係してるのが何よりの証拠や、てないい方するのは、おかしいことないか？ と考えてるうち

に、あかんぼのチンポは果して性器というに値するや否や、という、世紀の大命題に逢着した

んや．

学 何や話が大げさになったなあ．わしなんか、単純9こペニスは性器、性器を用いた、あるいはそ

れにからむ行動は性行動、と割り切ったかて、大した問題にはならんと思うけどなあ、性成熟
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の問題かて、いずれはそうなるもんやから、精子形成が起こるか起こらんかをそない神経質に

考えんかでええのやないか。何かこう、頭末な、議論のための議論みたいに聞こえるて。

猿 そらな、お前は単純やさかい、それてええかも知らん（ナどな、この問題はそない単純ても頭末

てもないねんぞ。だいたいやな、いつも椒論のための議諭してるのは、お前ら学者の方やない

か。わしが今日チンポ論はじめたんは、学者が勝手に思いこんでる'18来の迷信を打破したろと

考えたからやて。どうも近項の学者は、ものごとを不思議やと思て問いつめて行くしつこさが

ない。動物が動物の暮らししてて、そのことを自分て何のふしぎとも思わんのは、当り前や。

それをあらためてふしぎやなあて思うのは動物学者や、ちゅうて喝拓はんかていうてはるやな

いか。

学畷、石て、あの夏目傘妬のことか？

猿 さいな、干円札のおっさんや。

学森石がそんなこというたんか。

猿疇茫5はんが「マードック先生の日本歴史」いうエッセイの中＇で、そないいうてはるねん。ぇぇ

こというがな、やっばり。含蓄のあることばやないかいな。ところがやて、きょう日の学者は、

何見たかてちょっともふしぎの心を起こしよらへん。動物一般と変らんな。体制：こ飼われて

だんだん家畜化してきよったんとちゃうか。

学 わかったわかった。お前の話につき合う。そや（ナど、お前は何てそんなこと ＇（こ疑問をもったん

ゃ。

猿 そやから、わしは お前ら学者が何で疑問をもたんのや、て聞こうとしてんねやないか。その、

さいせんいうてた、あかんぼのチンポは1生器かちゅう話。

学何て疑問もたんか、てか。あのな、こないだも、前にお前が居てた群れの、あかんぼの集まり

見てたんや（ナどな、オスのあかんぼが、なかまの背中に かっしょけんめい自分”のペニスこす

りつけよるねん。馬のりみたいに乗りかかってやるときも ペニスだけを押しつけるときもあ

ったけどな。あんな自転車の虫ゴムみたいなベニスても、長ぅ伸びてよったとこ見ると、結構

興奮してんのと違うか。あらやっばり性器としか思えんで．

猿ー・そうか。お前そのあかんぼ何してたと思う？

学 わしは馬のりの行動の初期の発現状況やと見たな。

猿 そら間違いのないとこやろな。それて、その行動をどう名づける。

学乗りかかりと押さえつけとこすりつけやな。行動要素からいうたらな。

猿 こすりつけは、前二者の動因になってると思うか？

学 なってると見えるときも、そうとは見えんときもあった．こすりつけだけもあったしな。

櫨 そのこすりつけは 何でしよると思た？

学 まあ ：：＜自然9こ考えて、ベニスに対する刺激，，追求やな．
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猿 そこやがな。そこやがな。それ何や？ 性行動か？

学 まあそうや．性器に対する刺激追求やさかいな．

猿 そ．うすると馬のり行動、づまりマウンティングの動因は、性器（こ対する刺激追求やてお前1%い

いたいんやな。

学 それはもちろんや（ナど、それだけやないやろ。優位の誇示ちゅう動因もあるさかいな。とくに

大きゅうなってから1:。それと緊張解消もあるやろな。

猿 何や お前の話は、いつもら列的やなあ。もっとも性と優劣とをひっつ（ナたがる連中も困るけ

どな。しかしまあそれは後まわしゃ。ところて、 1生器（こ対する刺激追求の話や（ナどな、これと

共通と見られる行動は、他に見たことないか？

学 メスのこどもにあったな。一歳すぎたころから、地べたに、クリトリスこすりつける、あれや。

猿 皮膜の接触刺激一般に話を拡げたらどないなる？

学 これは、抱きつきとか、その時に相手の耳をくわえてしゃぷるとか。そうか、しゃぶるという

たら、母親が哺育中の自分のあかんぼのスクロータム（陰のう）をしゃぶるちゅうのも見たこ

とあったな。ペニスもついてみたいにときどきしゃぶつでたな。あれは変っとるて。

猿 ちょっと脱線や（ナど、それも性器（こ向（ナての行動やさかい、お前やったら性行動に入れるのと

違うか。学

学 入れなしゃあないやろな。母親のオスの子に対する性行動としてな。

猿 さてと、いろいろとお前の見たこと聞かしてもろた（ナど、もういっぺん話の始めに帰って、t生

器を用いた、あるいは性器に向（tての行動は、性行動や、というお前の考え方について聞いて

みたい。性行動を起こさせる衝動1:性衝動やったな。その性衝動がたかまる生理的状態Iょ、野

外で行動見てるだ（tではわからんけれども 起こりそうかどうかの見当ぐらいはつくやろ。お

前のいうてる例て、性衝動のたかまってそうな例あったか？

学 そうやなあ。何ともいえんなあo

績 内分泌が、常に衝動の生理学的根拠にある．．としたら、お前のあげた例は、どれもこれもペケや

そ。あかんぼのチンポやろ、それから、一歳のこどものクリト 1)• •スやろ、それから授乳中の母

職やろ。これたいていあかんで。それからも一つ聞く(tど、お前が見てた時にやな、こういう

週中、性的に興奮してるように見えたか？ えらい熱中してるみたいやったか？ それから欲

求不清みたいなそぶり見えたか？

学 いやあ、どれもそんなふうには見えへんかったなあ、そないいうたら。

績 そやろ．そやろと思たわ。それでわしがはじめから疑うててんがな。

く気の毒てすが、まだ当分続きますー会長＞
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生物学誇大事典

うそ

真実に反すること、またはそういう概念。色は赤くその数80 0 にして~38 という説も

あるよ＞時にマコトを生むというのは、よく知，｀っれた性質である。古今東西・の人間社会の

ありとあらゆる所に出現し、真実よりもはるかに多く存在すると言われる。ある事洒がウ

‘ノてあるかどうかは、それを言った本人てすらよくわからないことがあり、従来、ウソ発

見は大変困難とされていた。ところが最近、ウソ発見の有効な方法がハンジツ大学のダウ

トレル教授により報告された。

シリアの首都、ダマスカスの近郊に生える砂ばく植物、ニセテマカセモドキの根から

とれるウソキエリンという物質がある。これを、同植物の葉からとれるウソキエラーゼと

いう酵素とともに人に飲ませると、発言の中のウソの部分は他の人の耳（こ閏こえなくなる

という。＜ごく最近、ある教授に飲ませてみた所、身体ごと消えてしまったという事件が

起こった。しかし、死体がないのて殺人事件にするわけにもいかず、警察も困っていると

いうことてある＞ また、ウソキエリンを書物に振りかけると、その本のウソの部分だけ

が消えてしまい、はなはだしい場合（こはタイトルまて消えてページ数のみが残るという。

これを、ウソキエリンーウ｀ノキエラーゼ反応と呼ぶ。ダウトレル教授の実験により、多く

の同1寮の教授iかオシとなり、また教科書はほとんど白紙となって、ハンジツ大学は大混乱

をきたした。以釆、 「人類の文化を守るため」 という名目て、ウソキエリンの使用1:1禁止

されてしまった。なお、当のダウトレル教授の論文もほとんどが白紙となったが、次の一

文は消えずに残っている。

「実はニセデマカセモドキの木には、根も葉もない。」 （→「大学」：第 18 号P•:l 
（非）

9 1 9 



しいの実拾い・の記

栗間 修平

毎年、秋（こなると、私はしいの実を拾うのをささやかな楽しみとしている．。このごろi:t、世の

中がせい沢（こなり、しいの実を拾って食べるなどという人は減ジにいないようだ。それどころか、

しいの実が食ぺれるシロモノだということも知らない人や、．しいの実とどんぐりの区別もつかない

人が多い。しいの実はナマのまま食ぺてもおいしいし、いって食べればまた香ばしく格別な味がす

る。

私がここ十年来、秋になるとしいの実を拾っている場所i1、地上げ屋の暗躍する都心の一等地

とも言える場所てある。国電（i主 1) 信濃町駅を降り、四谷方向にちょっと歩いた所に T会館と

いう達物がある。私の本来の職場は神田にあるのだが、この信涙5了の T会館を使って仕事をする

ことが多い。ーと月の半分近く、この T会館（こ行っていることもある。

'r会館の前の坂道を下って行き、国電と高速道路のガードを（やってしばらく歩くと、東宮御

所の門の前に出る。その門の前を左折して坂道を登って行くと、そこには迎賓館がそびえ立ってい

る。 T 会館の周辺からは、東宮御所のうっそうと繁•った森を隔ででヽ 迎賓館の裏側が真正面に見え

る。私のしいの実拾いの現湯lょ、そんなー等地である。

T会館のすぐ傍の道路沿いに、三本の大きなしいの木が植わっている。しいの実はしいの木の

下に落ちている。本会会員である金沢大学の斎藤先生は、金大の植物園にしいの実が落．ーなていると

いう話を耳（こし、早速それを拾いに行こうとした。そして、当時植物園を管哩．していごf3.s氏（こ

「しいの実i;l:どこにありますか？」とたずねた。 S氏の答は、 「しいの木の万に忍もてるよ」。

＜そういえば、毎年ごちそうになっているのに、今年はまだ食ぺさせてもらっていない。斎襲先生

ももう齢かなー会長＞ 東京ても金沢ても、しいの実はしいの木の下・fこ落ちでいる。

三～四年前まては、私のしいの実拾いは、この T会館の傍の三本の木の下で行なわれていた。

しいの木が道路沿いにあるとは言っても、そのしいの木の道路との間‘こぱ金洞のフエンスが存在す

る。しいの実は路上にも沢山落ちているのだが、その多くは通行人や卓によって踏みつぶされてし

まっている。ちゃんとしたしいの実を拾うには、フエンスの中へ入りこまなければならない。しか

し、気の小さい私＜信じられないー会長＞にはフエンスを乗り越える勇気はなかった。＜体力

がなかったんだろう＞ とし、うのも、フエンスの向うにしいの木があり、そのしいの木の向うにも
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うひとつコンクリートの壁があった。その壁の向うは、今はどこかに引越してしまったけど、当時

は中米の某国の大使館だった。コンクリートの壁まてが大使館の敷地なのか、それとも金網のフエ

ンスまてがそうなのか？ ちょっと判断（こ苦しんだ。しいの実欲しさのあまりにフエンスを乗り越

えて、その結果外交問題にまて発展したらどうしょうか？ そう思うと、序ムにはフエンスの中に入

りこむ勇気がわいてこなかった。＜アメリカ大使館打ち入りの勇気なら、すぐわいてくるのにね＞

そうなると、仕方がないので、フエンスの金純］の間から手を入れて近くに落ちているしいの実を拾

うしかない。それてはいくらもしいの実を拾うことはてきない。＜じれったいね＞ 捧を持って来て

金涸の間からさしこみ、それて・手前 こヽたぐり寄せて、フエンスの中のしいの実をかき集めたりもし

た。そんな私の苦闘を、通行人たちは冷ややかな眼をして見て行くことが多かった。・時々、．小学生

ゃ磁園尼といった小さな子供たちが、

「おじさん、何してるの？」と声をかけてきた。

rしいの実を拾っているんだよ」と答えると、馬鹿（こしたような顔をして立ち去る子供もいれば、

私（こ協力してしいの実を拾ってくれる子供もいた。＜前者は出世し、後者は落ちこぼれる＞

私がしいの実を拾う時間は、いわゆる就業時間中てある。今の職場に入って最初の秋、 T会

館で仕事をしている（？）途中を抜(t出してしいの実拾いに行った私は、当時の私の上司てあった

部長から、

「クリマ君、君はここへ仕事をしに来ているのかね？ それとも、しいの実を拾いに来ているのか

ね？」といや味たっぶりに聞かれたことがある。私は、はたと迷った。 「仕事をしに来、ています」

と答えると、翌日からはしいの実拾いに行き辛くなる．。かと言って、 （しいの実を拾いに来ていま

す」と正直に答えると、彼は怒り出すだろう。そこで私は何も答えずにおいた。そして、その翌日

もまた何食わぬ頬をしてしいの実を拾いに行った。その部長は「こいつに何か言っでもしょうがな

ぃ」と思ったのだろうか、それ以後、私のしいの実拾いに関しては、何も口をはさまなくなった。

昨年、その部長も退職した。新任の上司には、申し送りがあったかどうかは知らないが、新し

い上司は私のしいの実拾いに対して、干渉がましいことは一つも□（こしない。＜うっかり言うと、

コワイ人というのは、どこの職場にもいるものだよ＞ いやむしろ、私のしいの実拾いの攻防を楽

しんでいるフシも見受けられる。何放、平和なしいの実拾いを• "攻防’'などというキナ臭い言葉て

表現せざるをえないのか、それは後述する。

私は、三～四年前までは T会館のそばの某国大使館のわきてしいの実を拾っていた、と書いた。

何故、三～四年前まてなのか？ 実は、三～四年前、その三本のしいの木の枝がごっそりと伐られ

てしまった。しいの木そのものは存在し、そして新しい枝が伸びはじめてはいるのだが、現在のと

ころ、まだかつてのようにたわわ9こしいの実をつけるには到っていない。

ある日、きれい（こ枝を伐られてしまい裸fこなったしいの木を目にして、 9ムの小さなく？をつ(t
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おくぺきだね＞胸l：：痛んだ。毎年しいの実を拾うのをささやかな楽しみ（こしている私の心の中に

土足で踏み込まれたような気がした。枝を伐った者はだれだ？ ＜！とちゃうか＞ 「伐採職．人の

おっさんだ」などと答えないでいただきたい。＜アメリカを発見したのはだれだ？． コロンプス

の船の見張り員だ、という話もあるよ＞ その職人を雇った｀｀黒幕’'がいるはずだ。私に何の恨

みがあってしいの枝を伐ったのだ？ もしかしたら、私のしいの実袷いがエスカレートし、禾ムが

フエンスを乗り越えるのを恐れだ日本政府もしくは某国政府のさしがねか？ それとも、そうい

う政治的・外交的意図は何もなく、単に私（こいやがらせをしようとするだれかの陰喋か？ はた

また、ただ枝が伸びすぎたから伐っただけなのか？ ＜ようそないに沢山考えるなあ。頭がいいの

か？ ヒマなのか？ はたまた、被害モウソウか？ ＞ 私は怒り（こうちふるえながら、しいの枝

を伐った者の意図を読みとろうとした。様々な仮税をたてて推理したのだが、結論1士「枝が伸び

すぎた為」というところ（こ落ち着いた。

しかしそれでも、私は黙って引き退りたくはない。ささやかな楽しみを奪われでなるものか！

実1よ、近くにもうーか所しいの木の生えている所があっ←た。某国大使館から約20メートルほど

信晨町駅寄りにもどった所に公園がある。その公園の中に六～七本のしいの木が生えている。木

の大きさは某国大使館わきほどてはないが、しいの実をつ（ナるには十分な枝ぶりである。その年

の秋から、私はその公園てしいの実を拾い始めた。公園の中だから、だれに気兼ね・す‘：・ることもな

い。通行人から冷ややかな眼で見られることもない。金涸のフエンスの前て苦労することもない。

私は落ちているしいの実を喜々としで拾った。どこのだれにも、私の楽・しみを奪うことは出来な

い。私の日ごろの善良な行ないが報ねれた思いがした。

とこをが、その禾ムの喜びも長〈は続かなかった。昨年から、その公園でのしいの実拾いもた

だ喜んてばかりはおれない憬相を呈してきた。

昨年秋、いつもの年と同じようにいそいそとしいの実拾いに出か：ナ、仕事をさぽる喜びと収

穫の喜びを二重に満喫しながらしいの実を拾っていた私は、ふと背後に人の気配を感じた。振り

向（と、そこにイヤホンを耳にさした眼つきの鋭い男が立っている。その男の漂わすふん囲気／よ

私服刑事以外の何者でもない。昔はともかく、今は善良な市民になっている ＜径しいもんや＞

私1:私服刑事とは何の関わりも無いはずだ。

その男1よ私の一挙手一投足＜手挙げたり足投げたりしとったんか。そら怪しまれるて＞を

じっと見つめている。私は少々いやな気分（こなったが、とりあえずその男を無視してしいの実拾

いに神経を集中させた曇 •しばらくしたら、その男が声をかけてきた。

「そこで、何七・9し<("1し、しるんてすか？」

私はむかっ腹が立ったが、努めて乎饒．を装．，、

「見りやわかるだろう。しいの実を姶．っ：．てんだよ」と答えた。
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「えっ、しいの実？ そんなもの拾って、何9こするんですか？J

「食ぺるんだよ。」

私は、しいの実を食ってどこが悪い、文句あるか、とばかりにつっけんどんに答えた。

r食べるんてすか？そんなもの、食べれるんてすか？」

払は、こいつは度し雌い奴だなと思ったが、つい日ごろの親切心がわ.,,•ヽて来て、一個歯てきijって、

その場で食ぺで見せた。そしてさらに··—個その男の酌 ＇こつき出し、食ってみるように勧めた。そ

の男lがムのさし出したしいの実を手；乃平に乗せ、ためつすがのつながめていたが、思い切って[J

に入れ、歯て骰を割った。そして中から出てきた白い実をちょっとかじってみた。

fン、結頃おいしいじゃないてすか？」

「そうだろ。こんな自然な珍味を知らないなんて、かわいそうだと思うよ。」と私はうそぶき、

またしいの実拾い（こ専念した。

翌日もまた同じ所てしいの実を拾．っていた私は、また背後に人の視線を感じた。．振り向くと、

昨日の男とはまた別の男が禾ムの動きをじっと見つめている。その男も耳（こイヤホンをさし、うさ

ん臭そうに私を見ている。

とにかく、昨年の秋は｀禾ムがその公園（こしいの実拾いに行く度に、私は私服刑事の監視を受

（ナた。まるて日がわりメニューみたいに、毎日違った男が払のしいの実拾いを監視し続けた。＜

そりやするだろうよ、君なら。しな（ナりゃケイサツの怠t曼や＞ 「何をしているんですか？」と

声をか：ナてくるデカもいれば、ただ黙って私の動きを兌つめているだけのデカもいた。

他人から監視されるというのは、気分のいいものてはない。ましてや、警察官の監視を受け

るなどというのは、たまったものてはない。楽しいはずのしいの実拾いが、一挙に不快なもの（こ

なってしまった。＜楽しくなくなったが、うれしくなったのだろう。この年のしいの実の収頃iよ

数i'音こなったのとちゃうか＞ 国家権力は私のささやかな楽しみすら奪い去ろうというのか！

善良な市民のしいの実拾いにまて干渉の手を伸ばそうというのか！

警察の干渉を受けたからといって、黙ってしいの実拾いを中止してしまうことは、いくら気の

小さい私でもブライドが許さない．o警察の監視（こもめ (1ずに性懲りもなく足繁くしいの実袷いに出

かげるのも、一つのレジスクンスではなかろうか？ そう思うと、私の不快感も少しは和いだ。＜

世の中には縛られて快感を覚える人もいるらしいよ＞ そして、心の中には闘志もわいてきた。＜

そら、やっばり＞

咋年 (19 8 6 年）のプロ野球ヨ本シリーズは、広島と西武の．~.,て闘われた。その 8 本シリー

ズの何戦目かの日だった． ．私はいつもの憬（こその公園てしいの実拾いを始めた。しばらくして、 cヽ

つもの様に背後に視線を感じ、拿私は振り返った。そこには案の定、そこには耳にイヤホンをさした
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私服刑事が立っていた。その男と視壊が合うや否や、私はニャリと笑い、

「おい、今、どっちが勝ってる？」と聞いた。相手｛よ ・'「えっ？」というような顔をして私を見た。

「広島か？西武か？どっちが勝ってるんだよ？」

私は重ねて聞いた。相手l;;tそ知らぬ頭をしている。

「おたく、今、日本シ＇i......ズの実況を聞いているんじゃないの？」

私がさらに畳みかげると、その刑事は見るから（こいやな顔をした。

私も、刑事が耳（こイヤホンをさして、日本シリーズの実況放送を聞いでいるなどとはベハナ

から思ってはいない。善良な市民 ＜あんまり“善良、善戻＇というなよ、 ＂善良 '1 ってどうい

う意昧だったか、わからなくなる＞ のしいの実拾いにまで干渉がましく監視体制を敷く警察潅

力をからかってみただ（ナのことてある。

かくして、昨年秋から私の平和なしいの実拾いの日々は、警察の監視とそれに対する私のい

や味も含めたレジスクンスという攻防の日々と化したのてある。＜どっちが＂攻”てどっちが

＂防＂ゃ＞

何故平和なしいの実拾いが、警察の監視まで受；ナるようになってしまったのか？ それは私

の全く与り知らない一つの事件がきっかけとなっている。

昨年の5月のゴールデンウイークのこるに、 ｀` 東京サ・ミット’' (i•主 2) なるものが開俺され

た。その期間中だったか、それともその直前だったか、過激派の某党派がその公園の近くから迎

賓誼めが（ナてロケット弾を射つという事件があった。確か、その一発｛i迎賓館の屋恨を越して、

迎賓館の前庭に落ちたはずてある。不発弾の一発は T会館の駐車場に落ちた。

それからというもの、その周辺．：一帯はものものしい厳戒体制下に入ってしまった。悪いこと

に、私がしいの実を拾う公園のすぐ裏手iこ、く警察庁の局長クラスの官舎が三軒ある。警祭の最高

乾部の官舎の目と鼻の先から迎賓館に向かってロケット弾が射たれたものだから、警察はよ（がい

にカリカリ来たであろう。

T会舘の真向い（こ、 S銀行会館という大きな建物がある。そこの前庭（こ警察車両が一台駐車

し、その車の中にはいつも二～三人の男たちが待機している。そして路上には、あちらに一人、

こちらに一人と私服刑事や制服警官が立っている。そして、自転車に乗ったオマワリがひんばん

に往き来する。時（こは、乱闘張に身を固めた機動隊も歩きまわる。 T会館周辺は、そんなものも

のしいふん囲気に包まれてしまった．

しばらくすれば、もとの静かな町にもどるだろう。•' 私はそう思っていた。だが、 ｀` ・東京サミ

卜’'が終り、暑い夏が来て公園にセミが鳴くようになっても、ーオマウリたちは立ち去らなかった。
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そして実りの秋が来ても、その周辺一帯の厳戒体制は続いた。

そのあげくの果て、私のしいの実拾いは警察の干渉がましい監視を受けることになってしま

った。そして心の安らぐ平和なしいの実拾いが、一転して誓察と私との精神3勺攻防穀の場となっ

てしまった。＜ ＇`楕呻的＂ （ことどめておいてくれよな。もらい下(1に行くのはかなわん。もっと

も、 「おかげて助かりました。もうしばらくお顆いします」という手もあるが＞

それから一年、今年のが：（こ なると、またそたより一層誓涌体制が強化された。天皇が沖縄ヘ

行くとかいう話があって、その為の散戒体制が敷かれた。結局な、天皇は手術したりして沖遷へ

i.;t行かなかった。天皇が腹を切る場所は東京の病院ではなく、沖邁のどこかてあるペ・きだと私Ii

思っている。それはさておき、 T会館の周辺からは、前述したように東宮御所の門が目と鼻の先

にあり、東宮御所の森を一望の下に見渡すことがてきる。以前：こも増して、制服や私服のオマワ

リがその周辺の辻々に立ったり俳回するようになった。信濃町駅の前には機動隊が立ち、何を考

えているかわからない、もしかしたら何も考えていないのかもしれないのだが、無表潰な面白く

もない面てく向うさんだって、そりゃ面白くもないと思うよ＞ 通行人たらを（こらみつ；ナてい

る。せめてミニスカートの娘さんが眼の前を通った時位は少しはスケベったらしい顔てもした方

が人間らしいと、えム＇ょ思うのだが、 ＇・・・・・。＜そんなことするオマワリさんは出世しないよ。別

にオマワリさんに限らんが。実例：ょ当会会員の中に、はいて1合てるほどいる＞

そうした鮎戒体制を眼の当り（こして私は、今年のしいの実拾いは昨年以上に困；帷て巌しいt青

勢下に置かれることを予感した。しかし、情勢が厳しぐなったからといって、すごすごとしいの

実拾いの戦場から逃げてしまう訳（こはいかない。＜それを“右翼8和見主義”という。懐しい‘言

葉だね＞ 1'青勢が厳し：ナれば厳しい程、しいの実を拾うという私の行為にも重大な社会的意味が

あるような気がしてきた。それ（こ、あのかわいいしいの実が私（こ拾われるのを待っている。＜待

ってないよ、食べられてしまうんだもんー しいの実＞ そのしいの実の期寺を裏切ってはな

らない。＜これが“左翼冒険主義＇てある＞

私は、今年も断固としてしいの実拾し：に立ち上がった。＜ ！ ！が欲しいところだね＞

私が公園へしいの実拾いに行くと、案の定、昨年同様に私服刑事が私の背後にl;tりついた。

昨年と今年の違いはというと、今年！よ公園の入0に制報のオマワリが立っている。私がしいの実

冷・..`・ 1.:公園へ入っていく時に｛ユ、そのオマワリは一人で公園の入0（こつっ立っている。ところが

私がしいの実拾いを終えて公園から出ていく時には、．どういう訳か、そのオマワリの数が必ず増

えている。 3人になってることもあれば、乱翻服の茂劾隊も混じえて5~6人（こなっていること

もある。私はそのオマワリたちの内をかいくぐるようにして公園から出て行（．誓察権力：ことっ

て、公園てしいの実を拾われるということがそ／しな（こ恐怖なものなのだろうか？
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一度lょ、私が公園・9：：人ってしいの実を拾い始めたら、その公園て遊んていた幼稚園帰りの三

人の十供がポムのまわりにやってきた。

（おじさん、何してるの？」

fしいの実を拾ってるんだよ」

私が答えると、その子たちも私！ご協力してしいの実を拾い始めた。しばらくすると、どこからか

ネコが姿を現わした。子供たちlよしいの実拾いをやめて、ネコと一緒‘こ遊びながら、禾ムのまわり

から去っていった。それから間もなく，私服刑事が．9ムの背後に立った。子供が来て、ネコが来．て、

今度iまイヌか、と払i広心の中てつぶや，：fよ，．がらしいの実を'~'1),-を、子供たちが私と一堵（こしいの

実を拾っている時には、そのデカ l“公園の向う側のペンチに腰かげて私たちの方を見ていた。 T

供たちが私のまわりからいなくなるや否や｀そのデカは私のまわりをうろつき始めたs これはど

ういうことなのだろうか？ しいの実拾いは子供（こは許されるが.,.・.大人には許されないというこ

となのだろうか？ それとも．、しいの実を拾っているまわりをう，．ろついて、いたいけな子供から

fおじさん、何してるの？．」と問いかけられるのが、・デカはす布かった'..のだろうか？

と（こかく私Iょ今年も昨年以上の誓察の干渉がましい監視を受けながらも｀しいの実拾いを貫

徹した＂今年の収穫は約 1升。今これを書きながらも、ポリポリと食べている。その味l;;t;また格

別てある＂

お前がしいの実を拾った喝所が悪いんだn迎賓館や東宮御所の近くてしいの実を拾うから、

警察の監視を受けるんだ。どこかよそてしいの実を拾えば、だれも文句はいわないし、警察も監

視したり 1よしないんだ。そんなふうに言う人もいるだろう。確かにその通りて、私が金沢大学の

植物園てしいの実拾い（こ精出したり、あるいはどこかの山の中でしいの実を拾った（こしヤも、ゎ

ざわざ私服刑事が私のしいの実拾いを監視しに来たりはしないだろう。＜来たら面白いね。何百

人か動員して、方々の山へしいの実を拾いに行かしたら、都内の警備（ょ手薄9こなる＞

しかし、私がどこてしいの実を拾おうと自由なはずである。金大の埴物園てあろうと、＜ち

ゃんと許可をとっていただきたい一金沢大学植物園長＞ 迎賓館の見える公園であろうと・・・・

・・。おそれ多くも迎賓館や東宮御所の近くのしいの実を守及ダの民が袷って食うのはまかりならん、

ということ (2無いはずである、。ところが、迎賓館や東名5御所の見える公園てしいの実を拾うと、

警察官がやって来る。そのことの持つ意味を考えてみる必要があると思う。

日本は冶安のいい国だそうである。しかし、．その治安が庶民．の．しかの実拾い（こまて監視の眼

を光らせながら維持されているとするならば．、一体だれのための治安維持なのか、底が見えてく

る。公安警察の肥大化が世の中にどういう影響をつくり出していくのか、私には非常に気がかり

である。＜ポクもそ．．う思う．＞ もしかしたら、来年は私（こば・しいの実を拾う自由も無いのかもし

れない。そんな心配を今からしながら、来年のしいの実拾いの戦略を今から練っている。<“左
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翼冒険主義’'てがんばれ！ 後に（日本生物学会」がついている・・・・•あんまり 9員りにはならん

ね＞

（完）

i主1:"国電’'という名称は、現在は使われていないのJRて｛ょ"E電’'などという手前みそな

呼び方をしている。しがし、私は＂国電’'という名（ここだわる気持があるから、敢えてこ

の名を使う。＜この間の新聞（こ、 E電は評判悪くてだれも 使わ ない、という記事が出てた

ねの君の見解が大衆に支持されるなんて、減多にないことだ。も..,とも、だから国電を使

おうという意見はなかったみたいだけど＞

注2: 私は "8本杢物学会寮京支部長’'てある 6 "東京支部長＂ i‘外にも、東京には日本生物

学会の“支部長’'がいらっしゃるらしい。＜ゴマ＞ソといるよ。でも多くば行方不明になっ

てる＞ そこて、東京支部長と•してその支部長の方々に呼びかけたい。一度、 吋・・日本生物

学会・東京サミット’'を開きませんかつ目e~とか趣旨といったものは何｀もなく、ただ集ま

って飲むだ（ナて、この＂東京サミ ット’'ぱ恐らく成功するてしょう。この＂東京サミット'’

の爆砕を叫ぶ人が出て来ると、それはそれてまた面白いし．．． ．．． o

＜支部のことには本部1が関知しないから、サミットでもコミックても何やってもよろしい

が、一つだけ忠告しておくと、君以外の＂支部長’'はすぺて 10 0円会醸て、その 10 0 

円す^•ら滞納するとり、典型的東大生が多いから、飲み代全部たかられるよ＞
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生物学誇大事典

セイシンメンエキー楕神免疫

一般的．（こ免疫というと、ある外部からの優入者に対して防御磯溝が存在することを示す。従って

免疫が出来上った後に抗原となるものを加えると、しばしば過敏（こ反応し、いわゆるアナフィラ

キシー（過敏症）をひきおこす。これに対して楕持免疫（こおいてほ、一般に全く迫の過程が兒ら

れる。つまり、精神的（こ免疫されたと言われる者に対しての積神8~冗原1よ、免疫寛容を示すこと

が多い。また、精神的なアナフィラキシーを示す（具体的には、 ［その話ぱ聞きたくない！」と

いう意味の言動、行動（こよって示される） 者｛ュ、その精神抗原にと対して、ほとんどさらされたこ

とのない者てある場合が多いようてある。

この実験に対するコントロールはほとんど不可能てあり、また有効な測定法も（特に定量的なも

の1:) ほとんどないのが現状であるが、次の事は言えるてあろ ．う。一つは、積神免疫と現在思わ

れている反応が、実は一般の免疫寛容において見られるように、多量の精神抗原｛こよる精神免疫

寛容てある、ということてある。つまり、アナフイラキシーを示す者は、実はそれ以前に楕神免

疫を受けていたのてある。もう一つは、積神免疫は一般の免疫とは全く違うものて｀ある、という

可能性てあるが、これを支持する証拠は少ない。

筆者は現在、前者を支持する証拠を集めているが、積神抗原の定量法についていくらか問題点が

あり、この方面についてのより詳細な研究が待たれている。

※ F氏が多くのデークを持っているらしいよー 3局長

※ なにしろ、氏のまわりには、かっこうの＂材料＂がごろごろしているから・・・・一非

※ そんなデータも材料もないわよ。貴方達の方が良い材料になりそうねー F

※ わけのわからんこと書いて、貴重な誌面をつぶすなー会長
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続嶽酌歌心正体字

上市 米

(7) あまの原 ふりさけみれば かすがなる みかさの山（こ いでし月かも

安倍仲暦の詠める歌、『古令和歌集』．巻九に出る。「日本晃卿辞帝都.J.、唐政府高官見衛こと

仲暦は三十有余年に亘る唐土滞在＠漏路に難猿して安南に漂着し、その後再び長安に戻．ったと

いう嘩もあるが、日本［；帰ることはなかった。蘇敬が高宗の許により『新修本軍』、いわゆる

『唐本軍』、も完成させてから95年が過ぎた時のことである。この歌を詠んだのは、彼晃術

の送別会の席とも、遭難して全湛した船中であるとも、あるいは実は帰国する気など全くなく

て人目を盗んで脱走し、隔地での研究三昧の気ままな8々を独り安気に送った安甫のアダンの

繋る浜辺でことばでだけはしおらしく望郷の念いを表わしたのだとも伝えられるが、それを誰

がどのようにして伝えたのかを審らかにした話はあまり闊かない 2 首なし美人とかヴェイカン

ト．ニッチとかの類で誌を秘める。元の駅は、

あまのはら ふりさけみれば かすかなる しらがのままに いでしつきかも

であると言う。構授する師の後姿を見上げて、ふと目な惹かれる。鳴呼、吾が師も老われたわ

ぃ、とつい涙しそうになった感傷が霞骨に伝わってくる。師我の差はあるが同趣の歌に、

響の8の ひかりにあたる 我なれど かしらの冒と なるぞわびしき

としヽうのがある。文屋康秀の歌で、『古今和歌集』巻ーに出るQ．己んぬる哉、今昔の念に触発

されて債体における、偏体群における、種における、生合における峙の悶題に思いを至す生物

哲学はない。ましてや、・広大無辺の動憬と展開を構想する発案もなく、晴単に峙間に随伴する

肉体の変容をことば（こして措き出すことによって心情的な共感から警遍性に解放されると見た

鑓設が、．昼性の阜俗さを露呈している。選んだ言葉も乎凡抵倫、アマノハラなどと雛かを思わ

せぶりなのも腹立たしい。本学で駁酌するに値しない歌である。

(8〕 逢ひみての 後の心に くらぶれば 昔は物を 思はざりけり

中納言敦忠の歌。『拾遣和歌集』恋ーに出る。貫人、即ち選抜試験受験生の心境を詠んだ歌と

される。寒々とした足音に送られて来た試間を見た瞬間．、あっと息を呑む。迂譴であった。憮

惜を追って懇望が逆巻く．． o• あれは理科敦青法の期末拭験だった。開き直って冷静さを恢復する

と、錫て透譜となる。思い浮かんだ一首を記す。後B伝え闊いたところによると、 59点で落

第だった。戴も然る者とその人はすっかり白くなった頸を9pし‘て笑いながら眉って異れた。し

かし、これではいかにも騒環泉相に映る。真憲は「在る霞ての」なのである。在る、即ち存在
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である。存在感に触れたということなのである。存在感を認識した数少ない動物にイルカがい

ると言う。このことの吟味は別役実の『動物づくし』＇（こ詳しい。敢て付言するならば、昆虫の

仲間のアリもそうである。「 333333333333・・・・・ああ、きりがないJとは『博物

誌』でルナールが洩らした情緒釣直感であるが、実煎はもっと物理的である。点と練で構成さ

れた単位体、それが構成する一行一列の行列、動的静止にある点練、燕敦の断絶の燕限の道綬。

介断を吸収する遭帯、攻撃に同化する燕節操。微夏の動播も示さず何事もなかったように元の

運動に収鮫する。全ての個々が音も立てず顔色すら変えず、当然の如く平然と在る。帷在るこ

とに僅した燕心にして不屈の姿がそこに有る。凡夫の農似しうるところではない。巨人や揉虎

をも倒すが故にアリは強いと言うが、これは衆を頼んでの所業である。アリの本債ではない。

アリの個体どしてのこの自我こそアリの真実の強さなのである。そういう強かな存在、それが

ァi)なのであり、アリの在りとしてのあの怯みない意器、密封しようと宙吊りにしようと砂糖

翌の中には必ず在る、を規定しているところの宴在性なのである。しかし、存在感というのは

鯰＜迄も観念的である。在りと意黛するこ＇．とによってアリは有るのだとするのは輿型的な観念

誼である。ア＇）は勿該そのようには思っていない。アリは正しく在るが故にアリなのである。

「＜有り＞であるから、存在は実在性であるが、あらゆる存在にはその実在性、すなわち自性

があるのではないから、あらゆる法はく燕＞なのである」（『明らかなことば』）。この教え

の理解は語るべきものではない。だからそれはそれとしておいて、婁するに r我れ患う、故に

我れ在り」ではなくて、 r存在が意識を決定する］ということである。昔は物を思わざりけり、

即ち意譲しなかったが、それは我が身の在り方が遣っていたからである。好んで定期講桟会員

になっている一部少敦の置を険けば読む者など誰一人いないという好ましからざる犠誌、そん

なものやその徒党の惰（こ今は身を置くようにな;?た。会員でなくても、緩しい司直の限を盗ん

で連し桟みしている者もある。尤も粽かれるぺき者が全ぺて院かれてしまえば詣ー入いないと

いうのは当り前のごセだ。謡遅的に正しい事というのは、往々にして何も言わなかったに等し

い。勁物図望の設明の中にもr枝角夏目中、溝産のものは、 Evadne,Podon両屋を踪けば、本
属のみである」といった記事がある。一瞬考え込んだものだ。「その第一回目のときは、成績

が優秀な者だけに修業証明書を出すという方針をとり、結局その証明書を貰えたのは4人だけ

だった。この厳しtヽ籾tヽが響いたらしく、第2回目の申込みはわずが3名にすぎなかった。こ

れに懲りたか、それからは受講者全員に証明書を出すようになって、第3回目からは軌道に乗

った。」（『自祭』 1983年 1月号）というのも似たようなものだ。総じて艤道に乗るという

ことの本質を美事に解説したものだと感服した。 T—握りの不良分子を陰けば、覆が派は真直

目で優秀な饂員ばかりである」、これは弁明的自讃の標準的覆現形式となっている。何を障＜

のか、抹殺のし方になって鰭還的にも現実的にも必至の問題が発生する。老鶉な目付きで rそ
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のことについて賣任が無いと言えば燕賣任になりますが」と前置きするが、それは文字通りそ

の通りで、言い訳する理はない。 r全体ば部分より犬きい」というが、このく公理＞がそれに

よって一歩も前進することのない空しい同精反復に過ぎないことは、エンケルスも喝硯してい

るところである。だがらアリにとつて枢婁な’ごどは、有りは在りだというようなことではなく

て、アリとじ．iて在るものであろと自覚せしめでいるところのもの、その在り方、とりも直さず

存在様式だということである。その所以は、曰＜ r遺動とは物質の存在様式である」であり、
曰く r生命とは蛋白質の存在様式である」であり、また曰く r生活とは生椅の存在様式である」

とする存在様式である。昔は物を思はさりけり、「偏見の績を断ち、経験の垣欠ゼ武桑せよ。

自然が諸君を散り務した燕知の状態力‘ら、自祭に対してあしざまの結誼をひきだすかわりに、

当然自祭の受くべき名誉を自熟（こ樺げるがいい。」（ラ・メトリ、『人間携枯藷 ＇』）。これは

真に奇解な歌である。

(9) 郭公 いがなるゆゑの 契りにて かかる声ある 鳥となるらむ

『山家婁』に出‘ぢ西行わ散。身から出た禎である。「郭公」の場合、問題は声そのものではな

く「山」である（前出）。山というが、その山はどこの山かということである。具体的な生息

場所である。生息場所というのと生活場所というのとどう遣うのかよく判らないが、明治の頃

は住所と言っていた。最近の動物生態学の本を見るとたいてい生息場所と書いてある。生臭い

息を殺して声を潜めてうずくまっているようで、陸気なごとばである。その生息場所を知りど

れくらい居るかを知るには、科学的に厳密な調査が必漬と言う。 r現存量を求めるには、ふつ

う定量的な探集が行なわれる。すなわち、．．．原則として、生物を採集して測定あるいは分

析することが不可欠であり、それが単位空間当たりとして求められるためには、ある一定空間

内の生物の総量が知られるような一一•;'最も臼明には対象とする空間の大きさが知られ、かつそ

れに対して生物の採集が完全に行なわれて稔量が知れるようなー一定量的なものでなければな

らない」（原田英司、『海の生態学』）ともったいぶって宣うが、何のことはない、妻する（こ

ローラー作戦である。それが功を蚕さなくて、それでも見付からなければ、居なかったという

こと（こなるであろうか。そんな笞はない、宵処行に漕伏しているに決まっている、もう一覆性

帳を入れて捜童tろ、軍の根を分けても探し出せ、見付かるまで探粛を諦めるな、と甑合が下

るであろう。そもそも見付かるまでという：ことはそこに居なければならない、居るのだと予断

している(/)t:9卜ならないのであり、だから、見付からなかったという結果が出る謂査などは、

それがいかに科学的で精密であっても信用できるものにはなり得ないのである。実際、絶濱し

たと教えていたく生きた化石＞が発見されると、生物学看共は前言をけろりと忘れて一般大泉

を馨き込んで狂喜する。菫も誉めはしない．こんなことがあるなんて全く膏蹟だ、と纂団で●

慰する．実は至暑当熱のことである．生息してしヽないのでもなければ、絶濱したのでもない、
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その証鍵（こその証梶は何もない。．紀伊半島の累無山系には今でもニホンオオカミが生きている、

と信じて疑わない猟人が晴宴にいる。乱山深処、重々たる山塊を悠祭と坊復しており、そのiil

に、百邑万拘の吠声がふと途絶える夜があると言う。御用犬と一匹狼の格の遣いである。こち

らの方は拠がある。狼ほどではないにしても、鳥も捕獲したり姿を看るのが謹しいようで、こ

れは声を算えてその穀を知るのだそうである。「お出かけに一声かけて遠かけて」というよう

に、声の単位は声であるから、声を算えれば声の数は分かるし、従って鳥の粒も知れる。単純

明快である。

よをこめて とりのそらわは はかるとも よにおおさかの せきはゆるさじ

『後拾遺和歌集』雑＝にある清少納言の詠んだ歌である。昼夜兼行で鳥の徴を算えてみたとこ

ろで、だからといって大主輿の職席に就けるというものではない。当たり前であろう。だけど

算える以外にする事を思．い付かないのなら、それも止むを得ない。昔はどうだったかをこの方

法で知るには少々厄介な手親きを必妻とする。少なくともその昔の前に予め声を残す何らかの

細工をしておかねばならない。化石は語ると言われるのは、それに繍エがしてあるからである。

バッタ頻の化石には述が羽に発音翡をもっているものがあり、原始的なセミ類には寂膜はある

が振動柄がないそうである。尤も、だから鳴いたのか鳴かなかったのか、学者は巧妙に言を遵

けている。始祖鳥に似せて声を作る人もあるが、只管けたたましい許りで心がない。心とは

rつの字は助字にて心なし」というそれである。始祖鳥の名誉のために申し添えれば、ジュラ

紀の始祖鳥の声に味わいがながったと言うものではない。昔の郭公が鳴いたか鴫かなかったか

の評定にも科学的な検査はその程霞には役立つかも知れないが、我々の主題を思い出そう。間

題は何処の山かということであり、その系として往峙も今も同じ山であるのかということであ

る。前出の持続天皇の歌、

暮過ぎて 夏来るらし 白妙の衣ほしたり 天の香来山

からも、あるいはその他のあまたの歌、たとえば、

田児の浦ゆ うち出て見れば 真白にぞ 不尽の高嶺に 雷はふりける

（山撼赤人、『万璽集』巻三）

鳴神の おとのみ闊きし 巻向の檜原の山を 今B見つるかも

（楠本人麻呂、『万葉集』巻七）

などからも鮮明なように、山は古来本来的には鑑る対象である。「山がそこにあるから登る」

などというのは、他愛もない戯言である。現に、さる高名な生態学者にして進化学者かつ登山

学者氏も国内1s o・o山登頂で「あほらしゅうなった」と一霞Iよくたびれた尻をまくった。
山星は 冬ぞ淋しさ まさりける 人目も軍、も かれhと息へば

渾宇干輯臣の歌。 r古今和歌集』巻大に出る。山皇と一搭して山遍と人星を湿同しているのは
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誼外であるが、人里も峙としては山地と変わらぬという心情なら理解できる。厘土記寵話には

正体を現わした神が三輯山などの山に籠る話があって、これは死者の雲が山に籠るという山中

他界設の古い姿であるという（志臼諄ー、＇ ・農土記の世界』）。古代中国では、 「群盗溝山」、

「平地の住民が山地へ逃げ匿れて宣骰化する」、 r平地は住むべき場所、山地は住むぺきでは

なり場所・；であると了解される」ものであったという（大室幹縫、『桃源の夢想 a)。これらは

人にとっての山であっず、勿籟郭公にとってどうであったかを言うものではない。さて古の郭

公にとっての山であるが、東光治の『万葉動物考』はこうした点に考察を進める上での優れた

手本である。それt日倣っー（月並だが、 9万葉集』、『古今和歌集』、『新古今和歌集』に材を

求めて、郭公の挙動を洗ってみよう。郭公はカツホトリ、カッポドリとも訓む。布穀鳥すなわ

ち'.. 'J・ッドリを指すとされたり、．煎母鳥すなわちカッコウドリのことだともされている。峙鳥、

雪公鳥どしヽう;rJjがあるが、とれらは正稟正鈷の杜鵠の異名と看蝕すべきもので、ホトトギスと

される。『万葉集』には郭公は記戟されていない。東光治によればホトトギスは最も多く詠ま

れた動物で153首ぽ登場すると言う。確認しえた短歌113首のうちで山名が明記されてい

るのは僅かだが、その出には r山」、 rあしびきの山」、 r二上の峰」、「五月の山J、 r佐

保の山」、 r奈良思の丘」、「八重山」、「夏山」が名を這れねており、中でもあしびきの山

が最も多く拳げられている。『古今和歌集』になると郭公が現われ、しかも＊トトギスの16 

回に対して 25回と凌ぐ。ホトトギスの山は r山」、 rをとは山」、 rあしびきの山」、 rさ

月山」、 r夏山」で山が最多となるのに対して、郭公の山（ir山」、 rあしびきの山」、「を

とは山」、 r夏山」、 r人待山」で山とあしびきの山とが最上位に並ぶ。『新古今和歌集』で

はホトトギスは2.3回出現し、 r山」を筆頭に、 r五月山」、 r神なび山」、 r待かね山」、

rかみ山」が記され、他方、郭公は21国で rみ山」が最も多く、 rLl1」、 r外山」、 rあし

びきの山」も記鋒されている。ガく桃むるに、郭公ばt，古今紺歌集』の平安朝の頃になって我

が国に侵入し、ホトトギスが居た山々に棲みつき、あしびきの山ではホトトギス（ことって代っ

たことは明白である。やがて機封れば、てっぺんかけたかなどと訳の判らぬ唄に現を抜かして

いるホトトギスの9員を箇いて目星をつけた山言rに居座る。需と1よガの帷任‘'8向守が「碍は今天
が下知る」と幕ルだ五月である。

足曳の山たちはなれ 郭公 おのが五月は 里なれり（ナり

『新葉和歌集』巻三（：：，i兜える昂喜門院の歌は、その辺りの様子を鮮明に伝えている。さて、あ

しびきとは足曳、足引、 ．萱引、零引などと記す。かつまた、董引は萱刈に付随する所業で査切

があったことを示唆ずるものである。

璽苅ると 堀江漕ぐなる 悼の音 大宮人の皆闊くまでに

よく董刈の編奥に引かれる歌・で『万羹集・』倦二十に出る観人不知。大伴家持の長歌にも r董刈
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ると潅人の小舟は入江漕ぐ糧の音冨し」（『万璽集』饗十七）というくだりがある。

夏刈の 董のかりねも あはれなり 玉江の月の あけがたの空

藤原俊成の歌。『新古今和歌集』巻＋に出る。これは似而非である。董はまた護とも書きヨシ

とも言う、というよりヨシと呼ばれることが多く、この植物の仲間の Phragmitesという頻は

ヨシ屋と言われる。『重修本軍緬目啓蓑』には置として、ヒムログサ、タマ工グサ、ナニハグ

サ、サゞレグサ、ハマヲギ、アシ、ヨシの呼称が挙げられおり、蓑は置の一穫形小なるもので、

ヒメヨシ、ヨシモドキ、スダレヨシ、カナヨシ、ヒヨヒヨなどと呼ばれるとしている。日本に

はヨシの他に｀ソルヨシ、セイクカヨシの2穫があるとするのが、正しい生物学の教えるところ

である。世界にも 3糧しかなく、世界中で見られるそうである。白亜紀中期に出現したこの類

の一糧はおそらくイネ科の晨初のものであろうということである。イネ科というのは顕花樋物

の中では生態的に最も帽広く槃栄している巨大群で海中がら高山に至るまで分布しており、最

も分化し変化に富むラン科、キク科に次いで、楕する糧は1万に達する。鳥類の全てよりも多

い。生物学科などとは桁か遣う。

吾が聞きし 耳によく似つ 蚕の末の 足痛む吾が育 つとめたぶへし

『万葉集』懸ニ・ーに出る石川郎女の歌。蚕の末は萱若末とも董若未とも記され、あしのうれ、あ

しかび、あしがひ；あしなへ．ど桟まれいる。あしかびとは董牙で、董角と同じく董の若芽のこ

とである。昔から若芽は食べ｀、根は下痢止、吐止の薬として用い、成長した茎は董葺や董簾に

作った。摂州島上郡穂闘村の置を宜とす、という。桂J•II 、宇冶｝Il 、木津JII が合っして淀）II とな

るところから少し下った辺り、寛海道新幹線の軍窓から淀｝11の展情を垣間見ることができるの

は、その北の外れである。春になれば、北岸の浅い緑の竹林に覆われた山慧の山崎璽天観音寺

の桜花が美しい。

きみなくて あしかりけりと 思うにも いとどなにはの 浦ぞすみうき

とは、『大和犠籠』に出る。谷崎濶一郎の『置刈』の冒頭にも引かれている。その返しに詠う。

あしからじ とてこそ人の わかれけめ なにか難濃の 浦は住うき

董原は琵琶渇の隕情でもあるが、なぜか古歌には搭かれていない。「藉波江の董」、「難濃潟

短き董J9などとは続くが、乃炎海の海蚕辺」などとは続かない。董浦あるいは薩浦と名される

地は南湖の寛岸にあった。惟任日向守に試された右大臣信長が築いた安土の城は北溝の東岸（こ

広がった中之湖に囲まれるようにしてあったが、その中之渇も今は西ノ渇と承氷路を残すのみ

である。詈色安土八幡水掲と呼ばれるこの辺りはまた、董を名産とする。最近の研究では奎は

湖や沼の水の浄化に役立っているとされ、極めて重要有用な良い植物である。淀JIIでも十三近

辺を筆頭にして浪速の董の根は一面に塵芥汚物を摺捉しており、異観である。ただ、最近の研

究によると、からんでくるヒルガオ、ヤブガラシ、カナムグラなどの蔓植物には翡く、これに
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極抗するのはオギだという。だから辞書にも言う。「アシが悪しに通じるのを急んで●●9しにち

なんだ藷」で、ヨシはアシの忌祠である。しかし、『倭訓栞』には r董をよしともいふは、あ

しの反語也といへり、」と紹介したあとで、 r＿悦に、よしは葉もとに毛なし、根深く入もの也、

あしは葉もとに毛ありて、根は土よりうへをはふもの也ともいへり」と公乎（こ貫設を示してい

る。最近は r人間は考えるヨシである」と言うそうだが、古い人間にはここはやはりアシと言

う方が梧感が良い。第一、アの字で始まるのが明るい。それに、『1蚕名喜員緊抄』に従えば元々

の和名は阿之と記してアシと訓む。「あしははし也、はじめ也、車木のはじめ也」と『B本釈

名』にも言う。アシはアシと素直に認めるべきものであって、ヨシなどと強弁すべきではない

のである。どちらでも良いようだが、事はアシやヨシの一語に留らない。曽て国体の帷一神性

を大恒l民小国民の根に入らすべく動員された畳董原中国蒲穏国という呼称はヨシとは観まない。

これはアシでよい。吉原は元々は頭原と書いたが、これがヨシでよいかどうかは問題が残る，O

芦原温泉は言い切るのを躊躇って言菓尻を濁している。頃は如月弥生になると、董刈すなわち

董切からは足切を追想して数々の苦い思いが湧き気分は良くない。尤も、やる以上は選抜試験

が結果的に悪切たることを免れ得まい。恐ろしいことにこれは意外に素直に認められているセ

ころだ。しかしだからと言って、それを蕃切や良切と践み換えたら、評判が悪くなるだけでは

済まされない愚うべくもおぞましい現世事となろう。哀れを止めるのはヨシキリである。結該

を急ごう。賢明なる設者諸兄姉は既に正体を看磋されたことであろう。萱引とは董切を意味す

るものであり、あしびきの山とは剖歪らすなわち、ヨシ．キリの棲む山のこャ：とである。ヨシキリが山

で暮らすなど戯けたことをと噸る向きは、有学無知の徘を受けよう・-0 •鳥傾図鑑に依れば：・コヨシ

キリ、オオヨシキリ共に董原に生息する夏鼻としてある。しかし、吾人はヒトヨシキリが人里

から逼か謂れて山間に棲んでいるのを知っているし、山深き渓浣の石帳を越えて跳梁するその

影を見た人を知っている。

たぎつ瀬に 一夜し白霞の ．欄．!Iけヽ） 山上の木末の 上は欝けし

海空耳の作、『海月集』に出る。白々明けの静まりかえった山の谷間、 1虫り音を立てる旱瀬の

上を行くヒトヨシキリの姿である。すなわち、ヨシキリの在るところにカッコウは居るのであ

り、カッコウの現われるところにヨシキ-~)は必ず見られるということなのである。更に言えば、

ヨシキリ無くしてカッコウは在り得ず、ヨシキリ有ってこ・.f;;}Jッコウはここぞという峙に声を

発してその存在を主張し得る。

鶯の生擁の中に、●公鳥ひとり生まれて、汝が父に似ては鳴かず、

汝が曇に似ては鴫かず、卯の花のさきたる野辺よ、齋び闊り泉鴫き響し、

蝙の花を屠霞らし、ひねもすに鴫けど闊専：好．． し、遣物はせむ遍くな行きそ、

わが書の、葺蝙に．、金み濃：り鴫．9ナ
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『万婁集』巻九、何人の先揖であろうか、観人不知。古くから知られた托卵性、この類の性で

ある。身から出た錆、すなわち、生息場所に象徽的に示された生活の依存性、本歌は、それが

契りの断かる声だと晴に断じているのである。声を単に音学的渡動学的な音声として問うてい

るのではなく、生活の中で生きざまの発露であり霞呈であると提えようとしているのであり、

そこに古代の烹朴惧全な生態学杓な~視点があると富揚される。この解を恣憲的だと拮るのは浅

墓であろう。解はこうではなかろうかと考えるところから求めて到遠できるものである。理学

系の人遠は好んでヒポテーゼとか作業仮謹とか呼ぶが、同じことである。骨伝導よって自分の

声は蔓しく聞こえるそうである。頚に手拭を戟せて瀬波温泉（こ浸りながら、／佐渡へ佐渡へと

軍木も暉＜ゥーと米若節を唸る、あれである。中には骨伝導で自分の言っていることが判らな

くなる御仁さえある。これこそがカッコウであり、だからカッコウなのである。偶の一鳴が合

取りになる。ホトトギスとの行動における糧差で、相通じつつ相舅なる。自分の声がまんさ’ら

でもないと燕邪気に諷解しているホトトギスの方は、人里人前で憶両もなく唄い囀る。

心なき 鳥（こぞありける ほととぎす 物思ふ峙に 鳴くぺきものか

中臣宅守の歌。『万葉集』巻十五に出る。結果は同じことである。

ほととぎす 燕かる国にも ゆきてしか その鳴く声を 闊けばくるしも

弓削皇子が詠む。『万葉集』巻八に見える。敗北的なまでの念恕と呪姐。それを桟発する喧騒。

浅羽鳥。

(1 0) 打8さす 宮にゆく子を 心愛しみ留むはくるし やるはすべなし

『万粟集』巻4に出る大伴宿奈麻呂の歌。心配なのである。最近A・BO式大学分頻が導入され

たが、この分類が鑑別の班を出るものでないことは実証済みである。 AB型の貴方の逼勢は当

たるも八卦当たらぬも八卦である。名は体を襲わすというのを文字画どおり信じるからおかし

くなる。でもやはり A型なのかB型なのか、お猿の小便きにかかるのだろう。実は績舘する(/)

は分類に留らない。宮すなわち官すなわち国立大学が斜隔だというのである。旱晩民営化され

るだろうと私かに公祭と梧られている。多分その過渡的段階として郁道府県営になるだろう。

寛京大学なのに何故地方出身の学生が各いのか、和歌山大学なのに何故大阪府との境に移転す

るのか、といった純真素朴な疑間を解消するには、国立を廃止するしかない。そうすれば金沢

大学は石）1|大学と改称して石川県の大学になる。金沢市営にするのなら金沢大学のままでいい。

大阪府立大学・大阪市立大学と大阪大学といったような関係は遺当に地元で解決する。間遠っ

てもA系営、 B闊立といった大分割にしないことである。国鉄も分割民営化するのなら 1縁1

社かせめて各稲道府県1社にして、真に地元に密着した這営を計べるべきであった。そもそも、

都道府県や国は民営が正体なのだ。官営というのが仮体、財界による民営などとは偽体に外な

らない．官民総出の徴育改革、とどむはくるしやるはすぺなしと宴じる心である•
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＜編集者への手紙＞＞

◎ 前略。 日本生物学会誌のバックナンバー 届きました。ありがとうございました。後8 （と

いってもいつになるかわかりませんが）、 000支部長、 00事務局長の悪業をあばく（もう

すて（こあばかれてはいますが）原橋を書きます。というような話を 2人にしたところ、 ＂ウシ

ラ｀支部長、事務局長がワルモノなら、日本生物学会の会長はもっとえ ,1つないてぇ—’'と言

ってました。＜そういう根も葉もないことを無責1壬に言い触らす奴こそ真の悪者てある。脅迫．

に負（ナず、 ＂真実” ..を明らかにしよう一会長＞ ところて、私、当学会入会と同時に日本生

物学会中国支部・組長に就任しましたのてお知らせします。＜いちばん強そうやな＞ 今後と

もお見知りおきを。＜怖いね＞ 草々 。

◎ 86年度と 87年度の会費計200円をお送りします。

ところで、 .24号の＜編集者への手紙＞の中て会長が［最近は乗ってる車から見ても、 10 0 

円会員の方が金持だもんね」などと言っていますが、これ 1i nムのことを指•していると思われる

のてくいえいえ決して左様なことはございません。金沢大学の学生にも、高級車を乗りまわし

1 0 0万円のステレオを聞いている、君など足許にも及ばぬ金持が沢山いるもの•てすから一

会長＞ 誤解のないよう（こここに真実を明らかにしておきたいと思います。あれだ（わ読むとあ

たかt ．即碑R· ゃ •z .にても乗ーているかの如き印象を受けますが、私の車は単なる ．「世界の
大衆車」 COROLLAのセダンにすぎません。＜ここで、原チャリかチャリンコに乗ってる、と書

けば、もう少し迫力があ，ったの（こね＞ 会長の車が COOSAt;.ったか四RCELだったか忘れまし

たが、＜四RC皿だよ＞ 単に会長がひがんているだげのことです。＜ひがんていることはたし

かだが、それは君が COROLLAに乗・・つよてるからてはないよ。と言っ9でも判らんやろうね＞ 9月

も10月も給科がゼロて後期の授業科32万円が払えなくて困ってる＜ ら`いてす．．授業科が8

本生物学会の会費ぐらい安上すれば 85万円X5年て OOAR印ても買えたのでホパね。＜君の頭

，，，中には車しかつまってないのかね＞ 授業料を払わないと卒業させてもれないの．て、気前の

いいおば9こでも借りようと思っています。＜ ＂気前のいいおば’'に伝えたら、 T重にお断りす

る、とのことでした．悪しからず＞

それては皆さん、血気にはやってグランドの砂を洗ったりしないて、からめてて御：活躍くださ

•い... <どちらかというと、砂を洗う方じゃなくて、・ガ洗われているらしいよ．＞

く8本生物学会の会員にもいろんな人がいて、会長も相当苦労していることがおわかりでしょ

う＞
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くく編集局だより＞＞

3局長：やあ、会長、久しぷりですね。お元気てすか。

会 長：長いこと顔も見せんでおいて•、お元気で市かもないやろ。糸の切れたタコみたい（こ、ど

こをうろつきまわっていたんゃ。

3局長：別にどこもうろついてませんよ。ずっと毎日、学校‘へ来でましたよ＂

会 長：そんなら、何てこの部屋へ顔出さんのや。

3局長：この部屡へも毎日はいってるんです（ナどね。いつも会長がいないんてすよ，，会長は5時

ごろになったら「ヨメざん、迎え（こいかんならん」いうて帰るてしょう。｛業が出勤するの

はそのあとですから。

会 長：何や、夜だ（ナ来てるんか。昔、 5時になったら研究室のカギ、みんな閉めて、学生が文

句言うたら、 「ここ Iれ夜間大学ではありません」tヽうた先生がいた（ナど、この部厘もカギ

閉めなあかんなあ。

3 局長：そういうと、初めて気がつきましたげど、•この部屋、カギかかってたこと一度もないて

すね。..夜来る学生のためを思っで、カギかけない・んですか。

会 長：そうやそうや、と言いたいとこやが、ほんまはな、これ1去ここだけの話や1ナど、カギが

ないんや＂

3局長：どうせ会長のことだから、カギ失な・らたんてしょう。

会 長：いや、そうやない。かつて学生が運動して、ー教室の中がもめとった時に、どこがへ行っ

てしもたんや。さがすのも面倒やし、教室会議の解散て管理運営の権限ははくだつされて

カギさがす義務もなくなったしな＾

3局長：教室会議の解散いうたら、もう 10 年以..f;•前の!·ことでしょう。 1 -- 0 何年も開（ナっ放しで

きたんですか。

会長：正確にいうと 15 年前や。それ以来かげ↑：：： •.ことない。ないもんがげられんわな。

3局長：そんなことでええんですかねえ。も／っと’も、あんまり・、こんなこと言って、カギかけられ

たら、こっちが困る（ナど．

会 長： 2～3年前に、理学部にドロポーがはいってなあ．

3局長：ホントですか。まあこれだけ開け放しといたらはいりやすいてしょうけど．
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会 長：その時宿直してた人も全然気がつかなんだらしいのこれが下っ端の職員やったら、それ

こそ大目玉を食うとこやろ。それて、組合て守らなあかんいうて調べてみたら、何と庶務

係長が宿直しとったんや。怒る当人やからカッコつかんわな＂

3局長：当人どんな顔してました？ 会長のことやから、またなんか皮肉の 1つでも言ったんで・

しょう。

会 長：皮肉なんてもんやないよ。さんざんからこうで、今ても時々話題（こする。

3局長： （こんな人かなわんなあ、庶務係長に同情するわ）

会長：何か言うたか？

3局長：いえ、別に。ところて、何の話でしたっげ？

会 長：若いくせに物憶えの悪い・奴やな。この部屋（こカギをかけん、いう話や。

3局長：そうそう、ドロボーがはいって、何がとられたいうことでしたね．

会 長：それが何（こもとられなんだのやから、面白いやろ。ドロボーは、わざわざカギ＂かかっ

た部屋をいくつも、ガラスを雹ljってはいりこんだんや。この部屋（こははいっとらん。

3局長：開けて中見たとたん、こらはいっても何（こもない七思ったんじゃないてすか。

会 長：まあ、それもあるな...大体盗られるようなものおいとくから、ドロポーが成立するんや。

盗られる奴にも責任がある。

3局長： ｀｀盗人にも 3分の理”ということて・すね。

会 長：そやそや、ぇぇこと知ってるな。そしたら、ドロボーの起原と•かうの、知つでるか。

3局長：知りませ介，ょ・-、そんなこと。

会 長：生物学者たるものは、何事によらず、起原の問題に興味を持たなあかんのゃ。

3局長：僕は生物学者じゃないも一ん。

会 長：そうや、君はショ•ーユ屋（こなるんやったな。それてもやっぱりショウユの起原くらい詞

ペてみないかん。

3局長：そのうち謂べて報告しますよ。 （そうても言う～とか・:んと、どこまでも追及される）

会長：何か言うたか？

3局長：いや別に。それて、ドロボーの起原はどうなりました？

会長：そやそや、あのな、盗られるもんがあるから盗る奴がおるんやろ。盗られるもんがなか

ったら，↑これもドロポーにはならん。いやなれんはずや。

3局長：そういっても、だれても 1つや2つは盗られるもの持つでますよ，会長にくらぺたら少

ないけど、 1輿ても、テレビやらステレオやら、サイフまてありますよ。なか身はほとんど

ないてすけどね．

会 長：今はもちろん、皆んななんか持っとるよ＂そや 1ナど、サルから人間になって間なしのこ

ろは、何ももっでなかったはずや．
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3局長：そういえばそうてすね。

会 長：そこへ悪賢こい奴があらわれて、他人の労働の成果を檀取りしよった。

3局長：会長とイ輿とだったら、まちがいなしに悪賢こいのは会長てすね．

会 長：そんなことあるか。昔の君ならともかく、そうとう悪なりよったからな。

3局長：それて、その悪賢こいのがドロポーの始まりてすか？

会 長：と思うやろ。それがそうやないんや。ドロボーというのは皆善人で、悪いのItドロボ4よ

んかにはならん。

3局長：何か、 ：1業がドロボーになるみたいですね．，，

会 長：まあ、オレよりは素質があるな。そこで、その悪賢い奴が考えた。横取りしたもんを守

らんならん。人のもん盗ったらドロポーやいうことにしよう e これがドロポーの起原や。

3局長：いつものことです（tど、会長のは一応の筋は通ってる（ナど、どこかおかしいんですよね。

（そこへ、 3局長の友人の会員がはいってくる）

平会員：会長。この3局長はね、就職決まったからいうて、遊びまわってるんてすよ．今度はオ

ーストラリアまて行くんだって。怪しからんてしょう。

会 長：そら怪しからんなあ。君らが教授から見1iなされで、大学院2回も落されてから、われ

われ非教授有志がいかに心配しいかに気を使ってきたか。そのわれわれてすら行ったこと

のないとこへ、君は行（気か？

3局長：行く気てすよ。どこへ行ったって．ええじゃないですか．

会 長：全く反省の色はないな。おい、平会員、君1が機械いじりが得意やったな。

平会員：こないだ、会長の家へ行って、違法のビデオテーブのダピング、したてしょう．

会長：そんなこと、大きい声・でいうな．あのな、空港のレントゲン検査（こひっかからん時限爆弾

1つつくれや。

平会員：爆弾はブラスチック爆弾にしたらかかりません（ナど、時隈装置には金属がどうしても要

りますから、ちょっと難しいですね。

3局長：その時限爆弾、何に使うんですか？ まさか1糞の荷物に入れようというのじゃないてし

ょうね。

会長、：その、まさか、ゃ。

3局長： 1輿なんか殺したって、何にも得しませんよ。

平会員：損得の問題やない。単に 1人だけええことするのが許せん、いうことや。

3局長：そんなことで殺されたらかなわんなあ．

会 長：いや、得することもあるて．遺族になりすましたら、ォーストラリアまて、クダて旅行

て隻．るやないか．

平会員：そりゃいいですね。カッコだ（ナ花束くらい投げといて？` あとはグレー・ト・パリヤー・．1)-
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フで潜りますか．でも、そうすると、オーストラリアの近くて爆発ささんならんてすね。

会 長：そらそうや．東京湾で落ちたん Cやあ、せいせい上野動物園のバンダくらいしか見れん

からなあ．時隈装置の時間、うまいこと計算しとかんと。

平会員：それはまかしといて下さい。バッチリやります。グレート・パリヤー・リーフのどの辺

がいいんてすか？

3局長：まあ．．ぇぇけどなあ。せめて、往きやなし（こ、帰り（こしてくれよな。

平会員：それは無理や。何日行くんか知らんけど、 1週間以上の時限装置11難しいで。あっ、そ

うや、うまい方法がありますよ．

3局長：お前のうまい方法は、ぞっとするもんばかりやからなあ。

平会員：こいつが一緒に行くわけてしょう。

3局長：当り前やないか、 1輿がそもそも行くんやもの。

平会員：そやから、爆弾だ11つくって、この男（こ押さしたらいいんです。

会長：そりゃいい考えや。絶対間違いない。レントゲンにもかからんしな。

乎会員：いいてしょう。早速つくり（こかかりますかe

3局長：・・・・・・ポクがポクン押すの？ ボクはどうなるのだ！

（以上の会話はすべてフイクションてあり、実在の人物、団体等に、何の関わりもあり

ません。）

く編集後記＞

前号てお知らせした通り、第2編集局長の転出に伴って第3纏集局を急拠創殷することとなりま

した。が、てきたもの0、学会誌が発行されなかったので、登場の出番もなく、＜君が“登場”

しなかったから、学会誌が出なかったのやないか。他人事みたいに言うなー会長＞ とうとう

今年度も残すところあとわずかとなってしまったのてす。これが最初」で最期＜後だよ＞かもしれ

ませんのて•、とりあえず、今回だ（ナよろしくお顛いします。＜無事卒業できるかどうかわからん

ぞ。ウッシッシ＞

しかし、一体何をお願いしたらよいのだろ、うかと思ってしまうのてあります。 3局長1こなっ

てからというもの“、と言っても何痔なったのか全然記憶（こなしゞの；だけれ・.→．ど、芸長がら、 f原稿を

集めるか、おも出よくよf、自分て書(t」とへ踪を合わせる度に～言われ＜＇••いたので・中··。ところが、こ

ういうのはくり返して言われるうちに、単なるf•あいさ；；つ1』入、ようなもマに追るヽない、との払的
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見解に違し、＜勝手に連するな＞ 又、会長及び 3局長（私です）共に多忙てあったため、＜君

とオレとが共に＂多忙＂だなんていうても、だれも信用しないよ＞ このような年の瀬もおしつ

まった時（こ、お呼びがかかった次第なのてす．らなみ（こ、何に忙しかったかは、本当に忙しかっ

た人たちに気の毒だから、書かないておくことにします。＜ ＂私が’'を入れろよ。会長もそうか

と思われるてはないか＞

突然，思い出したけれど、会長が本を出しました。お金と時間に余裕のある人は書評を送っ

て下さい。＜前から無責任な奴やと思ってたが、ほんまに無責任な奴やな，書名も出版社も書か

ずにおいて、書評が書1ナると忠うか。“集局長（こは1昔しいから、会長（こしたろか＞ 学会本部周

辺の人達！よどうも読んてないようなのて、地方会員の方（こ期待しています。私は脚注とあと含き

しか読んていないのて、本文についてiが可も知りません。だから、何を番いてこようが、ちゃん

と読んだかどうかは会長（こしかわからないのてはないかと思います。＜読まんと書評を書いても

かまわんということか？ そんなら君ても書けるやないか＞ もう少し待っても、だれも書かな

かったら、会長に書評を書いてもらおうと考えてます。＜歯の浮くような書評、書いたろか＞

くここで、この問題に関する真相をバクロしておこう。本が出たとき、 3局長（および他の 2名）

（こ．、ちゃんと読んで書評を書く、という約束て、署名本を謹呈したe 本だげもらって彼らは、読

みもせず、書評も書かない。顔を見る度約束の履行を要求したら、ほとんど来なくなつ‘てしまっ

た。 3人とも、大学院（他大学）や就職が決まっているのだが、書くまでは卒業ささないと、現

在脅迫中なのである＞

ところて、今回は一体どんな原稿が集まっているのだろうか？ 編集はしない方針なのて

一少なくとも、何かせねばならないという方針はなかったと思う一ーどんなのが寄稿されて

いるのか知らなかったのてす。は、は、は。大体、編集もしないのに編集後記とは何じゃい、と

思うのてあるが、そういう通例（こなっているようなのて、体制順応型の私としては＜体制から見

放されてる＜せ（こ＞ 素直に従ってしまうのてす。実際のところは、気の利いた＜効いた、じゃ

ないの？ ＞文を書（ナないから、仕方ないという気もする（ナど。＜気の効いた文を書（ナなかったら

編集局長（こなれるのかね？ ＞ 

未完の大作などといううわさもあったけれど、＜彼は、書 く`前から未完になるということがわか

っている大作を今書いている、と自称していた。だれ．も信用してなかった1ナど＞ 未完のみなら

ずつい（こ原稿：：と行方不明（こなっでしまい、まぼろしの．未完の大作という、 •もうほんとうにあっ

たのかどうかもわからないようなシロモノになっ．でしまったらしい。＜ほんま 1:、初めからなか

ったんやろー会長。そんなことないてすよ、ちゃんと書いた、いや、書きかけたんですよー

3局長＞

そのかわり、優秀なる、数少ない第3局の編集員が・＜投稿している orするらしいのて期待

して下さい． （これも内容については一切、関知していない。） ＜この間持ってき'("‘ちらちら

と見せただけて、また持って帰ってしまったよ．•>
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と、ここまて書いで中断していたら、頁び、早く書けとの御命令。ついて（こ 3局長の櫓限て

（あるとすればの話だが）、他の原稿を見せてもらった．く見せて‘’もらう’'のに＂権限＂は妻

らないよ＞ すると、すてに繍集後記ができているてはないか。＜ ｀’編集局だより”と• “編集後

記”をごっちゃにしてはいけない＞ おまけ（こ、そこで会長と 3 局長の会話がなされている．．。•ム

もどうやら年老いたらしい。身に覚えのない会話と書ーいた記憶のない編集後記が、何よりもそれ

を物語っている。それ．じやあ、この文章の題は一体何（こしたらいい d)だ。仕方ないのて、途中て

はあるが、 ．改題してしまおう。

くく 3 局長のごあいさつ＞＞

平凡てはあるけれども、他に思いつかないからこれて良し．としてしまおう．らなみに尋ムはす

ぐ自己満足してしまう性分である。

話はまたもぷっ飛んてしまう＂いかに先の事を考えていないかが良くわかる、などと陰 0を

たたく人がいるかもしれないが、＜そんな人いないだる．ぅ．え、し ＂先’'だけじゃなく、現在も過去も

考えていないと｀｀表□”をたたく人ならいそうだけど＞ そんなことを気にしていては、ここて

はやっていけない。

うわさによれば、早くも第4編集局を作る動きがあるらしい。 3局が何もしな↓叶せ：いかどう

かは知らない（ナど、数か月のうちに 3局全員を地方へ飛ばしてしまう魂胆のようだ。＜斎腰先生

に頼んて、 3局全員金沢9ことどめてやろうか＞ 当学会は、会長独裁てあるから、すべて会長が

決める＝すぺての難用も会長がやる、ことになっているので、逆らっても仕方がない。という

より、会長が、だれか逆らうのを待っているようなのて、多分逆らうととんてもない事になって

しまうと思うのだ。＜そんな事ないよ。ためし（こ一度逆らってみたら＞

というわけて、会員の皆様、短い間てしたが、どうも有難うございました。＜お礼というの

は、tこれかに何かしてもらった時に言うことになっている．君1ょ＂会員の皆様”から、ワイロて

ももろたんとちゃうか？•> 以後は第4局長をよろしくお顛いします．く卒業したからといって

お役御免になったと思うのは甘いて。 1局長も 2局長もいまだに使われてる。君もこれから度々

登場してもらわんならん＞

くくお ま け＞＞ 3局長と会長の会話 真相版

3局長：どうも、こんにちわ．

会 長：なんや君か．ここんとこ顔見んかったけど、どこ行ってたんや。

3局長：別にどこへも行ってませんよ．会長が学校へ来てないか、来ても旱・く帰ってしまう・んと
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ちがいますか．

会 長：そんな事、あるわけないやないか。大体、ずっとわしの行動を見てたわ（ナやないの（こ、

ええかげんなこと言うな。

3局長：そう言えば、どこぞ9こ．他人の給料まで調べ上げてるような人がいましたね。

会 長：そやそや、権限もないの（こようやるわ。

3局長：イ糞だって、公務員の給料日とポーナスの日だ(t1よ忘れません（ナど、金額まで（工知りませ

んよ。

会 長：そうやって人の後にばかりついて、すきあらばおごってもらうような奴のことを、寄生

虫と言うのや。

3局長：その話、どっかて聞いたような・・・・・・

会 長：まあ、そんなこともあるやろ。

3局長：だ（ナど｀寄生して生きてくというのも、大変なんですよ。宿主のとばっちりをもろ（こ受

（ナますからね。

会 長：君の場合は、ついてる宿主の選択を誤．ったんや。何の因果かはよう知らんが。

3局長：｛霙にも判りません。

会 長：そりゃ考えてないだ（ナや。

＜会長・注： ｀＇真相版”などとかまえているが、内容は一向に変りばえしないではないか。要す

るに、ヒマ人のヒマつぶしの会話であって、中身のないところまて同じてある。中身がないとい

えば、 ＂編集後記”も＂ごあいさつ’'も、全く内容がない。内容のないことをかくの如くえんえ

んと長く書くのも、一種のオ能と言えんことはない。今後もこの綱子で人生を送ってくれ給え。

どうなるかは責任持たないが．．＞

◎◎会長と、日本生物学会が面白いことを知りながら同時に危険てもあることを察知して入会を

ずっとためらっている．非会員との会話◎◎

非会員：そろそろコーヒーがはいっているころだと思って・・・・・・

会長：なかなか感がええな＂いまいれたとこや．

非会員：いえ、感じゃないんてす。隣の部屋（こいたら音が聞えで。

会 長：それでは知能犯やないか。まあええから、すわって飲め．

非会員：ええ、そのつもりです。ところで、先生のヒキガエルの認文、いつまで続くんですか？

会 長：ちょうど、第 14報のレフェリーが帰ってきたとこや。見るかの
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非会員：ええ、見せて下さか。えーと、 「p. 3の前半は、やや人「a9的主、観・擬A8勺印象が強く残

ります。そこて以下のように 2 ヶ所訂正してみましたが、いかがてしとうか。・・・・・・P• 3、

9行目＂思えば'’→"すれば” .」。これば、本文読んてみないと判りませんね。

会 長：そうや。本文読んて、レフエリーの滋摘が正しいかどうか、君の判断が聞きたいね。

非会閏： （本文を読む） （・・・・・・調査を終えての印象を一言て述ぺればヽニホンヒキガエルはきわ

めて 1固人主我8勺て·、かつ大変怠1膏な主き物であった、ということて•ある。生物界は常に激し

い競争の中にあり、その中で勝ち抜き、自己の DN Aを残そうと思えば深遠な｀＇戟略＂を必要

とする、というのが最近の生態学における主流的な考え方てあるらしいが、ニホンヒキガエ

ルの生活をながめていると、何もそうまでしなくとも生き残る道がありそう（こ思える．」．．．

・・・・ふうん・・・・。

会長：判断つかんか．

非会員：難しい所ですねえ．この位だったら目（こ角立てることもないとも思いますし、といつて

レフエリーの言うことももっともてすし・・・・。それて、先生、どうするんてすか？

会長：これが返事や。 (1枚の紙を示す）

非会員：「P• 3 9行目：．9‘戦略’'といえば、 ＂思わ’'なければ立てられないのてはないてしょ

うか。戟略という＂擬人的＂用法には私も反対です。」そういえば、ヒキガエルの前の論文

に、 「戦略などといわずに方法てよいてはないか。目的論的な意味を含ませたいのなら方策

という言葉もある。タヌキとキツネに限って策略という言葉も面白い。」などと書いてまし

たね。あれにはレフエリーは何か言ってきたのですか？

会 長：何も言ってこないよ，まあ｀同じ人じゃないのだろうがね。要する（こ、社会生物学なる

ものが出てきて、すべての生物の行動は、利己的な遺伝子が自分のコピーをてきるだけ沢山

残す＇ために立てた｀｀戟略”にしたがってる、ということ ‘『こなってしまった。全部擬人主義や

な。

非会員：でも、いくら何ても遺伝子が戟略を立てるなんて、だれも本気にしないから、たとえ話

であることが明白て、擬人主義にはならない、と、ドーキンスが書いてますよ。

会 長：それがたとえ話の怖いところや。 ＂ダールペルグの遺伝子'’いうの、知ってるか？

非会員 、：何てすか？それ．

会 長：ダールベルグちゅうのは、偉い人類遺伝学者てなあ。その人がステークス向上遺伝子な

るもんを見つけた。社会的地位を向上させるように働く遺伝子や。君、持っていそうやな。

非会負：そんな遺伝そ、ほんまにあるんてすか．

会長：あるらしいて．ウイルソンの「社会生物学jの中に出てくる． 10世代もせんうちに、

この遺伝子の所有者は社会の上層部に増えていくだろう、と書いてある。

非会員：そこまでいくと、ちょっと信 Cられませんねえ．
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会 長：ところがなあ．この遺伝子は、ダールペルグの教科書の、ある章の最後についてる練誓

問題の中に出てるらしいよ。遺伝子がどのように広まっていくかの計算問題として、ダール

ペルグが冗談てつくった遺伝子やったというわけや。

非会員：それをウイルソンが本当と思って、とりあげたんてすか。

会 長：ウイルソンが本当に本当やと思うたかどうか1%わからんが、読む人にはいかにも本当（こ

そんな遺伝子があるよう（こ思わせるように書いてるな。

非会員：いかにも本当みたいに書くのは、先生も上手てす（ナどね。

会 長：そういうたら、この間、先生の言うことは 10 0％冗談やと思うて聞いてます、いうた

学生がおったなあ。なんぼ何ても、 10 0％はひどいて。

非会員： 100％いうことはないですよ。まあ、 95%くらいてすね。

会 長~ :そうや、そうや。・・・・いや、ちょっと待て。 95％いうたら大方やないか。そんなこと

ないわい。

非会員：まあ、ええやないてすか。それて、ダールペルグの遺伝子は、どうなったんですか？

会 長：別にどうもならん。あることになってるのやろ。まあ、これだ（ナの階級社会て競争社会

やから、社会的地位向上の＂意志”は、それこそ 99％の人が持ってるやろな。ただし、そ

れが遺伝子によるものかどうかはわからん。

非会員：のこり 1%くらい 1ふ持っていないんですか。

会 長：たま（こはそんな奴もいるやないか。

非会員：社会的地位下落遺伝子を持っるような人もいますね。 「8本生物学会」なんかこさえて

ね。

会 長：学会会長いうたら、学者としての最高の地位や。向上したくてもこれ以上向上て(tへん。

そやから、決して向上心がなくなったのてはない。むしろ、うちの会員どもは、下落遺伝子

を持ってるかも知れんなあ。

非会員：何てですか？

会 長：これまでだれ 1人、会長のポストをねらった奴はおらん。向上心のない奴ばっかりや．

非会員：．．．．．ー・？
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「日本生物学会」 殷立趣意書

なんにも目的はないけれど、 「日本生物学会」なるものをつくろうと思う。動物学会や植物

学会はあるが、日本にはまだ、生物学会と称するものはない。しいていえば、それが設立の·.動~し

てある。

会の目的はないが、事業はおこなう。

その一つは、会誌の発行である。これを「日本生物学会誌」と名づける。刊行は不定期とし、

原稿が集まり次第発行する。したがって、原稽が集まらなければ、永久に発行しない。内容は、

会の名称にふさわしいものとする。ただし、 ｀＇生物’'には当然人間も含まれる。たとえ天文学て

も、もしそれを人間がやったのならよいことになる。また、 町3'・ポ｀＇生物、学会であるので、日本

語以外は受けつけない。受けつけた原稿は、無審査・無修正のうえ、無責任に掲載する。

第二の事業は、 「大会」である。年一回金沢において開く。大会は、しゃべりたいものがし

ゃべり、聞きたいものが閏くことによって成立する。したがって、しゃべりたいものがいなけれ

ば直ちに解散する。 （聞きたいものがいなくでも同様である） 二次会はさまたげない。

会員の資格は＂非教授”とする。要するに、教授以外であればだれでもよい。もっとも、教

授以上の社会的地位の方は、おことわりすることがある。

会員の義務は、会費をおさめること、及び、会費の行方Jこついて、 ．深く追及しないことであ

る。会費は当分の間、定職についているもの年10 0.. 0円、定職なきもの年10 0円とする。善

意の寄付はこれをこばまない。ただし寄付しても、何の特典も与えない。

会の｀＇管理・運営”は、当分の間、 、会長の独裁とする。会員は会長に対し、団交権を持つ。し

たがって、総会は開かない。団交は文書ておこなってもよい。

本部は、金沢市丸の内 1の1 金沢大学理学部生物学教室 生態学第一研究室 におく。連

絡はすぺて本部あてにおこなうこと。

各地に支部を設立することが望ましい。支部長は自称すれば直ちに発効する。支部の管理運

営は支部長の独裁とし、本部は一切関知しない。

以上の趣旨に賛同の方は（あまりいるとは思わないが）、 あるいは賛同しなくとも、同封の

カードに氏名・住所・電話番号をかき、会費を同封して、本部まで送られたい。会訪の発送をも

って受領書にかえる。原秘がなければ永久に出ないことを御了承のほどを。

1977年5月26日の佳き日に

会長 奥野良之助
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く会則追記＞

教授もしくはこれと同等の社会的地位にある者で、どうしても入会を希望するものは、 ｀`不

名誉会員’'とし、会費2000円を懲収する。

学部長、学長もしくはこれに同等な社会的地位を有する者で、何としても入会したい人は、

咽別不名誉会員”とし、会費4000円を懲収する。

現普通会員も、出世したときは、これらに準ずる。

会費の送金は、郵便局の下記撮替0座を利用するのが、最も安上り (1回15円）である。

もちろん切手でもよく、 10 0円を書留にして 350円かけて送ってもらっても．、当方は一向に

差支えない。

金沢 40763 日本生物学会

日本生物学会誌 投稿規定

1 日本語に限る。

2 漢字はなるべく当用漢字に限ること。タイブの括字がない時は、勝手にカナにかえること

がある。

3 原稿の長さの制限はしないe ただし、 1号は 10 0枚 (40 0字づめ）しかはいらないの

て、適宜分割掲載することがある。

4 形式・内容とも、全く自由とする。読む・続まないは読者の自由であるから、読者のこと

など考えずに書けばよい。

5 匿名、変名、ペンネーム、いずれも可。もちろん本名でもよい。

6 いずれの場合も、肩書、所属などは不要。

7 寄稿者には本誌5部を進呈する。別刷のほしい方は、原稿にその旨誌しておくこと。

8 図、写真も可。ただし写真はおそらく、何が何かわからなくなるものになる。

1 9 8 2年8月改IT

948 

(1 9 7 7年7月の第 1号35ベージ

記咸の投稿規定は、廃棄処分とする）
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